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睾 丸 腫 瘍 の 研 究

Brown-Pearce腫 瘍 に 対 す る 性 ホル モ ン の 影 響
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            A STUDY OF TESTICULAR TUMOR 

     THE INFLUENCES OF SEXUAL HORMONES ON BROWN-PEARCE 

                   TUMOR OF THE RABBIT 

                            Hideo HIGASHINO 

         From the  Department of Urology, Okayama University Medical School 

                            (Director  : Prof. J. Oomura) 

   Transplantation of Brown-Pearce tumor of the rabbit was attempted in the testicle 

and the influences of sexual hormones  (Test. prop. and Hexestrol) to the metastases and 

the pathological changes of testicular tissue were studied. 

   The animals divided into control group and groups given sexual hormones. 

   Metastases were rather severer in the groups given sexual hormones than in the 

control group. 

   Histological examinations of the testicle revealed growth of large epithelial tumor 

cells and small round cells in stroma of the testicle in the control group. The growth of 

large epithelial tumor cells was observed to be marked in the group given Hexestrol, 

while the growth of small round cells was prominent in the group given Test. prop. 

   Furthermore, necrosis and hemorrhage were observed everywhere in the intrerstitial 

tissue of the testicle. 

   From the above findings, it was emphasized that the tumor cells which composed of 

this tumor had two types (the large cell of the epithelial type and the small round cell) 

and by the administration of sexual hormones, especially Hexestrol, the growth of this 

tumor was hastened.

緒 言

人の睾丸腫瘍は大部分が悪性であり,且 又甚

だ転移 し易く,発 生機序に於て内分泌学的な背

景が折 り込まれている特異な腫瘍である為に,

その予後は決 して良好なものではない.従 つて

睾丸腫瘍の治療成績の向上をはかるには,転 移

を第1眼 目として,それが如何なる時期にそして

又如何なる進展過程を示すかを解明する他はな

い.然 し乍 らかかる転移の詳細 な検討は臨床例

に於ては必 らず しも容易ではない.一 方Brown一

Pearce腫 瘍は家兎の睾丸組織を好んで培地 と

して発育 し,又 容易に転移形成を見る可移植性

実験腫瘍であるので,こ こに新たに泌尿器科医

の観点から人の睾丸腫瘍 と関連させてこの腫瘍

を観察することは,あ ながち無駄ではない と考

える.そ こで私はBrown-Pearce腫 瘍を家兎

睾丸内に累代移植 し,睾 丸内の発育過程,転 移

進展の状態を詳細に検討すると共に性ホルモソ

を腫瘍移植前後に投与し,そ の睾丸及び転移の

状態を病理学的に検討した処,興 味ある所見を

得たので報告する.
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1.

束野一睾 丸 腫

無処置群(対 照群)に 茄ける病理

学的観察

(1)実 験 材 料 及 び 実験 方法

実験動物は,体 重2kg以 上の健康 白色雄i性家兎を

用いた.尚 本実験 に使用 したBrown-Pearce腫 瘍(以

下B-P腫 瘍 と略記)の 種はSloan-Ketteringlns-

tituteForCancerResearchよ りゆず り受けた種

を使用,現 在 までに第28代 の累代を重ねてい る.

移植方法は予め本腫瘍を睾丸内に移植 した後一定 日

数を経過 し,明 らか に転移陽性 と認 めた家 兎 を 屠 殺

し,そ の両側睾丸を無菌的に切除し,壊 死部分を除い

て淡紅色飴色の腫瘍部分を と り出し,こ れを鋏 を用 い

て可及的に細切 し,こ れ とほぼ等量 の生理的食塩水 を

加 えて充分に混和 し,そ の粥状組織 片を17ゲ ージ注射

針を附 した2ccの 注射器で新たに移 植す る家兎の陰嚢

部 を清拭清毒後,聖 丸を手指にて陰嚢内に確実に保持

した上で,径 皮的に睾丸実質内に一側1.Occず っ計

2.Occ両 側に注入した.

移植材料は移植後約11～19日 目の家兎睾丸の腫瘍 化

部を好んで用いた.

実験方法は先ず対照群 としてB-P腫 瘍で一般 的な

経過を示 した家兎総数151羽 について(第1表)

第1表 無処置群(対 照群)

陽 性

陰 性

総 計

繍蕪 熱糊}一
15羽

151羽(陽 性 率90.O%)

(1)経 過の概略 を逐 日的に調べ ると共に腫瘍 の進

展過程 を知 る為に

(2)各 臓器に於ける転移の状態を剖検 によつて,

更に本研究の主眼点である

(3)睾 丸 自体の変化の推移についての肉眼的並に

病理組織学的変化を中心に観察 した.

尚実験 の順序 として移植後 の短期間(初 期)の 逐 日

瘍 の 研 究

的変化 の詳細を も併せ検す る為に,移 植後5日 臥7

日目,10日 目に夫 々定期的に屠殺 し(各 群5羽)そ の

睾丸並に各嚇 別の変 化を観察対 比 しなが ら続 いて 自

然発死群75羽,更 には移植 の 目的で屠 殺 しk46羽 計

136羽 について同様 の検索 を進 めた.

(2)実 験 成 績

a.移 植 家 兎 の 症 状 経 過

移植 された睾丸は24時 闘後 には,陰 嚢にび蔓性浮腫

が認め られ,睾 丸 の硬度は,尚 正常 の硬度を保 つ.3

日目頃 より睾丸 は徐 々に硬度が増 し,同 時に陰嚢の浮

腫性腫脹 が消失 し,睾 丸には注射部位に一致 して小結

節を触知す る.6～7日 目にな ると小指頭大～示指頭

大の大 きさとな り,硬 度は更に硬 くな り,明 らかに腫

瘍 化した睾丸を触れ,死 亡す る直前 では揖指 大又はそ

れ以上 の大 きさにな る.し か し殆ん どの例では7～8

日目には腫大 した睾丸がそのまま陰獲 内に止まる事 が

出来ず,同 時に るい痩が著明になつ た下腹 部の両 側に

陰嚢 よ り脱転 してそれぞれ腫 瘤 として触れ るのを常 と

す る.中 には鶏卵大又はそれ以上にまでに も達す るも

の もあつ た.又 はなはだ しくるい痩 のある ものには時

として上腹部に転移腫瘤(大 網)を 触知した.腫 蕩 移

植家兎は,移 植後10日 目を過 ぎる と徐 々に運 動が活発

でな くな り,る い痩,脱 毛 も著るし くな り,又 食欲不

振 とな り与 えた餌を残す様にな る.

次で下 痢を始め ると間 もな く死に至 る経 過を とる.

b.移 植 陽 性 率

ここで陽性 とい うのは,移 植睾丸が明 らかに増 大し

且開腹に より少 く共睾丸以外の臓器に も転 移巣を明ら

かに認 めたものを云 う.

腫瘍移 植家兎は第1表 の如 く総計151羽 で,そ の中

自然発死 群75羽 は死亡 に至 るまで何等の処置を加え る

事な く経過 を観察 した群であ り,屠 殺群の61羽 は累代

移植のために屠殺 した もの46羽 及び移植に よる逐 日的

変化を観察す るために屠殺 した15羽 を含み,結 局136

羽 は陽性,15羽 は陰i生で移植陽性率 は90.0%で ある.

c.生 存 期 間

腫瘍移植家兎の生存 日数 は第2表 の如 く,自 然発死

群75羽 について見 ると,最 も早期 に死亡す るものは11

日,最 も長 く生存す るものは59日 で平均 生存 日数 は18

第2表 生存 日数(自 然驚死群)

日 数11-15

羽 数27

% 36.0

16-20

33

44.1

21-25

7

9.3

26-30

2

2.7

31-35

4

5,3

36-4041-45

0

O

0

0

46-50

1

1.3

51-55

0

O

56-59 計

主

1.3

75
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日で あ る.そ の生 存 日数 の分 布 は 移 植 後16～20日 に死

亡 す る もの33羽(44.1%),次 で11～15日 が27羽(36.0

%)で,20日 以 内 に 死亡 す るも のが75羽 中60羽(80.1

%)で,殆 ん ど大 部 分 の もの が20日 以 内 に死 亡 して お

り,そ の 中 で も17日 目に死 亡 す る ものが13羽(17.3%)

で 最 も多 く,次 で13日 目,19日 目に死 亡 す る もの 共 に

9羽(12.0%)で あ る.
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d.転 移 の状 態(睾 丸 以 外 の 各 臓 器 の 肉眼 的

所 見)

逐 日的変化を観察 した移植後5日 目,7日 目,10日

目の屠殺例(各 群5羽)計15羽(第3,4,5表)及

び 自然艶死群75羽 と累代移植の為致死せ しめた46羽 総

計121羽(第6表)に ついて臓器別 に肉眼的 に検索 し

た.特 に膀胱では漿膜及び粘膜 を,腎 では両 側 の 実

質,被 膜 に分け,又 肺,眼 では左右別 とした.腸 では

第3表 無処置5日 目屠殺例

家 兎 番 号

88

92

97

102

112

膀 胱

漿膜粘膜

リソパ腺

後腹
膜

十

大網

十

腸間
膜

十 十

十

1十

[+
1

_

腸 脾

腎

被 膜

司 左

実 質

右 左

肝 腹膜横隔
膜

心

眼

右 左

肺

右 左

第4表 無処置7日 目屠殺 例

家 兎 番 号

94

100

103

108

113

膀 胱

漿膜粘膜

リソパ 腺

綾腹大網

十

十

十

腸間
膜

十

十

腸

十

脾

腎

被 膜

剤 左

実 質

右1左

肝 腹膜横隔
膜 心

眼

右 左

肺

右 左

第5表 無処 置10日 目屠殺例

家 兎 番 号

9王

93,

98

107

114

膀 胱

漿膜

十

十

十

粘膜

リソ パ腺

後腹
膜

十

十

大磯 間

掛

十

十

腸

十

十

脾

十

十

腎

被 劇 実 質

周 左 右1左

十

十

十

十

什 '十←

肝

什

十

腹膜

十

十

十

横隔
膜

心

眼

剃 左
「

肺

右

十

左

十
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×1以 下は累代移植屠殺群

漿 膜のみについて検索を行 なつた.

尚転移の程 度の基準 については次の如 き4段 階 に分

け表示 した.

(一)転 移 の発生 を認めない.

(十)転 移の発生 を軽度 に認め る(散 在性に転移の

発生を認める)

(什)転 移 の発生をやや高度に認 める(や や密に転

移の発 生を認 める)

(帯)転 移 の発生 を高度に認める(密 に転移の発生

を認める.特 に リンパ腺では一塊 となつて腫瘤形成 の

ある もの)

1.逐 日的 屠殺 例 の 移転 の 状 態

比較的初期の転移 の動態 を知 る為に移植後5日 目,

7日 目,10日 目に夫 々屠殺 した.

移植後5日 目では既 に後腹膜 リソパ腺 には5羽 中3

羽(60,0%)に 転移 を認め る(第1図)し か し全例

軽度 の転移であ る.大 網には5羽 中3羽(60.0%)に

認め る.腸 間膜 リンパ腺 には5羽 中2羽(40.0%)に

いずれ も軽度に認め る.特 に家兎番号92は 腸間膜 リソ

パ腺には碗豆大の もの1ケ を認 めた のみであ る.従 つ

て この頃には未だ広汎 な転移 は認め ら れ な い(第3

表)

移植後7日 目では5羽 中3羽(60.0%)に 後腹膜 リ

ソパ腺へ の転移 を認め るが(第4表),い ず れ も軽 度

である、大網 には5羽 中5羽(100%)に 認 められ,

いずれ もやや高度 なものであ る.腸 間膜 リソパ腺 には

5羽 中2羽(40.O%)に 認め られ,い ずれ も軽度 であ

る.腸 には5羽 中1羽(20%)に 認め られ 軽 度 で あ

る.し か し未 だ この時期 にはそ の他の臓器 への転移 は

認 められ ない.

移植後10日 目で致死せ しめた ものは(第5表),全

体 として転移は既に著明に且広範 囲に認め られ る.即

ち膀胱では漿膜に5羽 中3羽(60.0%)に 軽度 の転移

を認めた.後 腹膜 リソパ腺では5羽 中4羽(80.O%)

に認め られ,軽 度 なもの2羽,や や高度 な も の2羽

(第2図)で ある.大 網5羽 中5羽(100%)で いず

れ も高度で腫瘍塊をな して認め られた.腸 間膜 リソパ

腺5羽 中5羽(100%)で 軽度な もの2羽,や や高度

な もの3羽.腸5羽 中3羽(60.O%)で 軽度な もの2

羽,や や高度な もの1羽.脾5羽 中2羽(40.0%)で

軽度 なもののみであつ た.腎 では被膜は左右共5羽 中

3羽(60.0%)で 軽度なもの2羽,や や高度な もの1

羽 と軽度な ものがやや 多 く,実 質では2羽(40.0%)

でいずれ もや や高度なものであつた.特 に家兎番号91

では被膜 よ り実質に,又114で は被膜に よ り高度な転

移が認め られた.

転移は全体 として被膜 によ り多 く認め られた.尚 左

右差は認めなかつた.肝 は5羽 中4羽(80.O%)で 軽

度な もの1羽,や や高度な もの1羽,高 度 な も の2

羽,腹 膜 は5羽 中3羽(60.0%)で 軽度の もののみで

ある.横 隔膜は5羽 中5羽(ユ00%)で やや高度 な も

の4羽,高 度な もの1羽 とかな り転移は高度な ものが

多 い,心,眼 にはいず れ も転移 は認 めなかつた.肺 で

は5羽 中5羽(100%)で 軽度 な もの1羽,や や高度

なもの3羽,高 度な もの3羽 で左右差は認めず,7日

目屠殺例 と比較 して膀胱(粘 膜),心,限 を除 く各臓

器 に40,0%～100%に 転移 が認 められた.

2,自 然 駝 死 群 及 び 累 代 移 植 の た め の 屠 殺 群

で の 転 移 の 状 態

自然発死群の75羽 及び移植 の為 に屠殺 し た46羽 計
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第7表 自然発死群及び累代移植屠殺群

＼ 臓

.移 ＼
＼

器密 胱
5

十

漿劇粘膜

59

57

5

llO

ll

リソ パ腺

綾腹輝 腰間r

腸

2

54 !2

4

33

26

58

脾

84

33

腎

47 18 40 30

7:

被 馴 実 質

右1左 圃 左

肝

23 23i19

4036

「

1921

腹膜

18 91 44

3

1

40

31

27

3il32

27i3『

18

3643160

322337

34346

横隔
膜

9

31

28

53

心

眼 肺

陣
10898

11119

2 3

左吟

1I

i

102

16

9

32

329

51

左

9

32

29

51

U2羽 についての検索では(第6,7表)(第3図),

膀胱漿膜 ではユ21羽中62羽(51.2%)で 軽度な もの57

羽,や や 高度な もの5羽 と軽度な ものが殆ん どを占め

ている.膀 胱 粘膜 では11羽(9.ユ%)で いずれ も軽度

なものである.後 腹膜 リソパ腺 は119羽(98.3%)で,

軽度な もの54羽,や や高度な もの47羽,高 度な もの18

羽 と軽度な ものが多い.大 網 は121羽(100%)で 軽度

な もの12羽,や や高度な もの18羽,高 度な もの91羽 と

高度な ものが殆ん どを占めている.腸 間膜 リソパ腺 は

117羽(96,7%)で 軽度な もの33羽,や や高度 なもの40

羽,高 度 なもの44羽 と高度なものが多 く,腸 では漿膜

面につ いて観察を行なつ たが95羽(78.5%)に 認め られ

軽度な もの58羽,や や高度 なもの30羽,高 度 なもの7

羽 と概 して転移は著明に認め られた.脾 は37羽(30.6

%)と 少 く軽度な もの33羽,や や高度な もの3羽,高

度な もの1羽 と大部分が軽度 なものであつ た.腎 につ

い ては前述の如 く左 右別及 び被膜,実 質に分けて観察

した.左 右差は被膜 及び実 質い ずれ も認めず,ま ず被

膜では98羽(81.O%)で 軽度 な もの4G羽,や や高度な も

の31羽,高 度な もの27羽.実 質では]02羽(84.3%)で

軽度な もの36羽,や や高度な もの32羽,高 度な もの34

羽 と被膜及び実質共転移は軽度な もの,や や高度な も

の,高 度な もの と平均 して認め られ るが軽度な ものが

いずれ もやや多 く認あ られた.肝 は100羽(82 .6%)で

軽度 なもの43羽,や や高度な もの23羽,高 度な もの34

羽 と軽度な ものが多い(第4図).腹 膜103羽(85.1%)

で軽度な もの60羽,や や 高度 なもの37羽,高 度 な もの

6羽 と軽度な ものが多 い.横 隔膜112羽(92.6%)で

軽度な もの31羽,や や 高度な もの28羽,高 度 なもの53

羽 と高度な ものがほぼ半数を 占めてい る.心 では13羽

(10,7%)で 軽度 なもの11羽,や や高度 な もの2羽 と

軽度な ものが多い.眼 では片側 に転移 の認め られ るも

第8表 正常睾丸の大きさ及び重量

家 兎 番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

睾 丸 計 測(cm)

右

3.0×1.O×O,7

3.0×1,4×1。O

2.5×0.6×O .5

2.8×1.O×0 .8

2.7×O.8×O.5

3.O×1.2×r.O

2.3×1.1×1.O

3.1×1.2×0 .9

2.7×O.9×0,7

2.8×O.8×0.6

左

3。O×1.1×O.9

2.9×1.5×O.9

2.5×0.7×0.5

2.7×1.1×0 .6

3,0×1.3XO .9

2.8×1.O×O .8

2.5×1,1× ○ .5

3.O×1.O×0 .6

2,9×O.8×0.7

2.7×1,0×1.0

睾 丸 重 量(gm)

右

2.0

3.0

1.1

1.9

1.4

2.9

1.1

3.2

1.6

1.4

左

2.2

2.O

O.9

1.7

1.3

1.9

1.2

2.6

1,7

1.5
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の4羽,両 側 に認め られ るもの19羽 である.左 右別に

み ると右側23羽(19.0%)で 軽度 なもの19羽,や や高

度な もの3羽,高 度な もの1羽,左 側は19羽(15 .7%)

で軽度な もの16羽,や や 高度な もの3羽 となつてお り

軽度な ものが多い.肺 では112羽(92.6%)に 認 められ

軽度な もの32羽,や や高度 なもの29羽,高 度な もの51

羽 と高度な ものが多い.即 ちこれ らの群での転移形成

はいず れ も広汎且 高度 に認 められ,特 に著明な臓器 と

しては大網(100%),後 腹膜 リンパ腺(98 .3%),腸

間膜 リソパ腺(96.7%),肺 及び横隔膜(い ずれ も92,6

%),腹 膜(85。1%),腎(実 質)(84,3%),肝(82.6

%),腎(被 膜)(81.0%)の 諸臓器が挙げ られる.殊 に

大網の転移は殆ん どの例に高度に見 られ,マ 塊 の腫瘍

塊 として認め られた.

e.睾 丸 の 変 化

1.正 常 睾 丸 所 見

体重2kg前 後の健康正常家兎聖丸は紡 錘形細長で

淡黄赤色,表 面平 滑で細血管の充盈を認 め,硬 度は弾

力性軟 であ る.計 測は長径,横 径,厚 さ及 び重量につ

いて10羽 を計測 し平均値 を求めた(第8表)

右側 では長径平均2.8cm,横 径平均1.Ocrn,厚 さ平

均O.8cm.左 側では長 径平均2.8cm,横 径平均1.1
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cm,厚 さ平均0.7cmで あつた.重 量は右 側平均2.0

9,左 側平均1.99で 左右差は殆ん ど認めない.

2.移 植 睾 丸 所 見

移植陽性の場合 には睾丸は陰嚢内にて徐 々 に 増 大

し,散 在性に硬結 を触れ始め粗大 凹凸不平 とな る.睾

丸の増大に伴つ て大半は7～8日 目頃 よ り腹腔内への

脱転又は半脱 転が見 られ る.又 脱転を まぬがれ尚陰嚢

内に位置す る場合は8日 目頃には可動性を失い被膜 と

の癒着 を認め る。尚精索 は腫大 して太い索状物 として

触れ,又 中には脱転 した窒丸が膀胱及び周囲組織 との

癒着の為下腹部に一塊 として球形稽 々硬 い腫瘤を触れ

るもの も認 められた.

i)移 植 睾 丸 の 逐 日的 変 化

聖 丸の移植後の変化を観察す るために,移 植後5日

目,7日 目,10日 目の3群 に分け(各 群5羽 宛),そ

れぞれ各群 に於け る睾丸の 肉眼的並に病理組織学的変

化につ ぎ検討 した.

5日 目屠殺例の肉眼的所見(第5図)は,左 右殆ん

ど対称性に淡赤色,弾 力性硬,表 面平滑であ り表面に

毛細血管の怒張を見 ると共に移植 部に一致 して発 赤腫

脹を認め,又 副睾丸頭部及び尾 部は明らかに区別 して

認め られ る.

第9表 移植後5日 目睾 丸の大 きさ及び重量

家 兎 番 号

睾 丸 計 測(cm)

右

88

92

97

ヱ02

Il2

2.6×1.2×1.0

3,0>く0.8×0.7

3.5×1.3×LO

3.5×1.O×0.9

2.8×1.O×1.0

左

2.8×1.4×1。2

3.5×1.0×O,8

3.8×1.O>く1.0

2.1×0,7×0.5

4.O><1.5>(1.5

聖 丸 重 量(gm)

右 左

2.4

1.6

3.5

3.5

2.0

3.Q

3.3

3.5

1.8

5.6

大 ぎさ及び重量は(第9,14表),右 側は長径平 均

3.1cm,横 径平均 ユ.1cln,厚 さ平均0.9cm .左 側では

長径平均3.2cm,横 径は平均1,1cm,厚 さ平均1。O

cm・ 重量では右側平均2 .69,左 側平均3,49で,正 常

家兎睾丸 と比較す ると左右共 各径に於 てO.4cm程 度

の増大 を,又 重量平均値は右 側0.69,左 側1.59と か

な りの増加 を認め る.

病理組織 学的(第6図)に は,基 底膜 はやや肥厚 し精

細管 の大部分は尚略 々正常の精上皮細胞 の配列を示 し

ているが,移 植部に於ては島状に限局性 の大型細胞の

集籏巣が見 られ る.そ の細胞の胞体 は,多 角形或は菱

形で好塩基性で胞体の境界 は明瞭であ る.核 は比較的

に大 き く卵 円形で クロマチンに乏 し く核小体 を認め,

一部では核分裂像 もみ られ る.こ の様 な腫瘍細胞は精

細管の間質に向つて逐次精細管を囲みつつ増殖 し,そ

の結果腫瘍部の精細管は腔の大いさに大差ないが,精

上皮細胞は少し く粗 とな り萎 縮性に傾 く.然 しこの期

間では健康睾丸組織 と腫瘍増 殖部位 との境界は明瞭で

あ る.

7日 目屠殺例 の肉眼的所見は,一 般 に浮腫状 うつ血

性に腫大 し暗赤色硬度は硬 く,表 面やや凹凸不平 の部

を認め肉眼的に も明らかに睾 丸内の腫瘍増殖が うかが
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第10表 移植後7日 目睾丸の大 きさ及 び重量

家 兎 番 号

睾 丸 計 測(cm) 聖 丸 重 量(gm)

右 左 右 左

94

10Q

103

108

113

3.5><1.8>く1.3

3.6×L2×1.5

3.3×1.1×0.6

3.3×1.3×1.2

4.O×1.2×1.2

3.7×1.5×L2

3.8×1.5×1.2

2.O×O.5×0.5

3.7×L5×1.3

4.0×1.3×1.5

3.8

4.0

2,5

4.4

4.2

4。2

4。5

2.6

5.0

4.7

える様になる.副 塞丸頭部は腫瘍の増大のために不 明

瞭 となつている.そ の大きさは(第10,14表)右 側 で

は長径平均3.6cm,横 径平均1.3cm,厚 さ平均1 .2cm,

左側では長径平均3.4cm,横 径平均1.3cm,厚 さ平

均1.lcmで,5日 目屠殺例に比 して長軸に向つ て増

大(右 側0・5cm,左 側0.2cm)し ている.重 量は右側

平均3.89,左 側平均4.29で 重量に於 ても5日 目屠殺

群に比 して平均1,09の 増量がみられた.即 ち5日 目

屠殺群 と比較すれば特 に長径,重 量 の増加を認め る.

病理組織学的(第7図)に は,睾 丸実質は大部分が移

植腫瘍細胞に置 き換 り始め,表 面 よ り中心 に向つて進

展す る像が見 られ る.腫 瘍細胞は間質,実 質 の別な く

び蔓性に増殖が見 られ,胞 体 は多角形～菱形 とな り,

比較的 明るい好塩基性で,胞 体 の境界は次第に不明瞭

とな り核は大小不同 クロマチソの濃淡が見 られ,核 小

体 は明らかでな くな る.こ の様 な集籏性 の腫瘍細胞 の

間 に精上皮細胞 の萎縮 した精細管が処 々に残存 して認

められ る.又 この頃には精細管基底膜は消失 し,間 質

には類 円形細胞が散在性に或は集籏性 に不規則な配列

で前述の細胞 と境を明 らかに又は混合 して認められ ,

核は大小様 々で胞体は少 く中 には裸核の如 く見 られ る

ものがあ る.即 ち5日 目に比 して著 明な変化が見 られ

る.

10日 目屠殺例 の肉眼的所見(第8図)は,睾 丸は著明

に腫脹増大 し,充 実性で表面は一部は暗赤色一部は黄

褐色乃至淡紅色で変化に富む着色を見,表 面は粗大 凹

凸不平 の部を見 る.細 血管の うつ血 は著 しい.割 面は

周辺部 は赤褐色の光沢を有 し中心部 は灰白色壊疽牲 で

もろ く,一 部 に陳旧性出血部が見 られ る.大 きさ(第

11,4表)は 右側では長径平均5.2cm,横 径平均1.7cm,

厚 さ平均1.4cm,左 側では長径平均5.7cm,横 径平

均2。Ocm,厚 さ平均 ユ.8cmと 各径が著 しく増大 して

お り,又 重量では右側は平均9.39,左 側 は平均13.1

9で 症例 によ り幾分差 はあるが,移 植陽性 化の明 らか

な症例 では正常は勿論7日 目に比 して も更に著 しい増

加 を来た してい る.従 つて10日diで は睾丸 は著し く大

きさ,重 量を増 し為に本来 の陰 嚢内での増 殖は困難 で

腹腔 内への脱転の止むなきに至 り外 部 より直接 触診す

る喜が困難 な場合が多いわけであ る.

病理組織学的(第9図)に は,睾 丸 の大部 分は腫 瘍細

第11表 移植後10日 目睾丸 の大 きさ及び重量

家 兎 番 号

91

93

98

107

114

睾 丸 計 測(cm) 睾 丸 重 量(gm)

右

5.0×2.O×1.6

6.0×1,8×2 .0

3.O×O.9×1.1

7.0×1.4×L2

5.0×2.4×LO

左

5.5×1,8×1.6

5.○ ×1.8×1.7

5.5×2.1×1 .8

7.0×3.0×2.7

5.2×1.1×1.1

右

12.2

14.9

3,0

ll.2

5.O

左

ll.8

10.8

11.7

26.2

5.2



家兎番号.生 存日数

1

49

48

55

×37

×49

55

23

29

30

34

66

6ア

×54

×61

×41

×42

×4

×67

31

×46

×62

×35

×38

×34

4

20

95

×36

×47

×68

12

71

×57

×28 1

11

i2

12

13

13

13

13

13

13

13

13

13

14

14

14

14

14

14

14

15

15

15

15

15

15

15

15

16

16

16

16

16

17

17

東野一睾 丸 腫 瘍 の 研 究

第12表 自然塊死群睾丸の大きさ及び重量

睾 丸 計 測 (cm)

右 左

5.2×2.1×L4

5.5×1.7×1.2

5.5×1.7>〈1.4

5。3×1.6×1.5

4.9×1.3×1.5

6.3×L8×1.2

6.5×1.8×1.8

5.5×2.O×2.0

6,0×1.3×1,0

4。5×1.1>〈1.1

4.3×1.0×1.0

5.0×2.O×1.5

5.4×1.3×1.3

9.5×1.2×1.2

5.0×2,2×1.6

5.5×1.2×1.0

5.6×1,8×1.0

5.5×1.3×1.0

6.O×1.3×1.0

5.0×0.9>(0。9

5.5>〈1.8×1.7

4.5>(1.5>〈1.0

5.5×2.8×1.3

6.8×L3×1.1

6.5×1.6×1.2

5.5×1.3×L3 し

6.0×1.4×1.3

4.7×L8×1。7

4.5>く1.8×1.4

5.6×1.8×1.5

5.5×1.3×1.2

6,0×1.4×1.3

5.3×2.1×1。3

6.4×1.8×1.2

4.5×1.3×1.3

5.O×1.0×1.0

5.5×1.5×1.5

5.0×1.9×1.0

4.5×L7×L3

6.3×LO×L2

4.O×LO×LO

6.0×2.0×1.8

5.5×1.4×1.2

5.1×2.5×1.8

7.0×2.0×2.0

5.0×2。0×1.2

5.0×1.8×1.5

7.0×1.0×1.5

5.0>〈1.5>〈1.0

5.O><1.3×1.8

4.8×1.5×1.5

6.6×1.4×1.3

5.O×2.0×1.0

4.8×0.9×0.8

5.O><1.8×1.5

5.0×2.0×1.8

6.5×2.5×L7

9.5×2.O×1.5

6.0×2.O×1.0

5.8>く1.4)〈1.0

5.5><1.8><1.7

3.5×0.9×0.8

4.0×L3×1.0

5.0×L5×L5

6.0×1.8×1.8

5.5×1.5>く1.7

5.0×1.4×1.6

5.9×1.5×LO

559

睾 丸 重 量(gm)

右

9.5

9,5

9.2

10.3

5.1

7.5

1L5

15.0

14,7

5.9

4.5

9.0

8,5

12.7

15.4

7.5

8.4

9.2

15,0

5.8

9.8

6.7

11.3

10.1

8.6

12.O

H.3

9.8

11.6

7.6

13.2

11.0

11.8

7.4

左

8.1

6,9

9.3

9.5

4.5

7.7

4.O

l3.9

10.3

16.〇

三2.0

7.5

9.0

13.7

18.4

7.8

7.5

10.5

13.9

5,5

9.1

8.2

15.1

11.5

8.9

10.0

13.8

4.2

5.5

9.4

11.6

13.8

9.8

6.8



560

×19

×50

×64

×5

×6

×7

×20

×22

35

57

76

×33

×32

×51

×63

22

58

×29

×55

×17

×12

×18

2

9

18

46

×58

×66

60

64

×27

16

正7

×13

×44

65

×52

33

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

18

18

18

互8

18

18

19

19

19

19

19

19

19

19

19

21

21

21

21

22

22

22

26

28

30

31

34
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7.0×1.8×2.2

6.2×2.O×1.8

5.5×1.8×1.5

7.5×2.3×2.0

6.8×1。7×i.2

7.2×2.3×2.0

7.8×1.6×1.2

5.4×1.2×1.0

6.2×2.0×1.7

7.5×2.3×1.8

7.1×1.3×1.2

5.8×1.8×1.4

5.5×2.0×1.7

4.8×1.7×1.2

6.5×2.0×2.1

3.5×1.7×1.5

7.0×0.9×1.3

6.8×1.9×1.2

6.5×1,3×1.3

5.5×2.1×2.2

5,8×2.0×1.5

7.4×1.2×1.2

4.5×3.0×2.0

5.6×2.0×1.8

5.8×2.2×1.7

5.5><1.8>〈1.5

4.8×1.6×1.3

6.2×2,2×2.0

6.5×4.3×2.3

7,0×2.5×2。5

14.2×3.5×2.6

6.5×1.8×2.2

7.2×2.3×1.8

6.8×2.5×2.0

7.O×1.7×1。5

6.5×2.8×2.2

5.0×1.5×1.4

5.5×1.7>く1.5

7.0><1.5×1、0

5.6×1.5×1.0

6.Q×i,5×1.5

7.0×2.0×2.0

7.1×1.5×1.5

6.8×2.0×2.0

7.5>〈1.5×1.1

5.6×1.3×1.3

5.5><1.8×1.8

5.5×1.3×1.1

3.5×1.0×1.0

4.8×2.2×1.4

5.0×1- t9×1.6

3.5×2.0×1.3

7.0×2.1×1.7

5.5×1.2×1.0

6.0×1.5×1.2

7.3×2.0×1.5

6.0×1.0×1.0

5.8×2.2×2.0

6.1×2.O×1.6

6.6×1.8×1.0

5.5×1.4×1.5

6.0×2.5×2.0

5.8×2.5×L7

6.0×2.8×1.5

6.3×1.7×1.5

6.5×2.0×1.8

5.5×2.3×1,8

7.O×2.Q×3.0

6.5×3,2×2.2

5.5×2.0×2.0

6.7×2.0×1.5

7.2×2.5×2.2

4.5×2.2×2.0

6.0×2.2×1.7

5.5×1,4×1.4

5.0><1.5>く1.3

19.4

10.2

7。9

13.4

1α5

11。3

9.5

92

12,0

16.1

10.4

10.7

17.5

9.8

10.5

5.3

8.8

10.6

9.0

20.2

7.4

8.6

16.0

8.9

10.0

14.4

9.6

1L8

19.0

正8.0

38.8

19.0

14.6

12.5

16.7

21.0

9.1

9.5

11.2

9.8

7.5

12.7

11.2

9,8

9.1

9.4

1L4

8,0

4.7

10.0

16.8

8。3

1L2

9.1

7.5

11,5

8.3

22.5

8.0

7.5

12.0

9.3

10.2

12.2

12.7

12.6

:9.0

22.3

23.1

15.6

12.8

13.2

15.6

14.5

9.3

8.0
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68

10

×39

34

48

59

5.5×2.5×2.0

6.4×2.2×1.8

6.5×2.5×2.2

6.O×2.5×1,8

6,3×2.O×1.5

4.5×1.6×1.6

17.9

14,8

18.5

19.O

10.5

9.6

胞 と置 き換 り,中 心部は広汎な壊死部が見 られ る.腫

瘍を形成す る細胞は睾丸の表層部 には胞体のやや大 き

い多角形或 は類 円形の細胞であるが,中 心部に近ず く

とそれ とは所見を異に した類 円形,胞 体が好酸 性で核

はク ロマチソに濃染す る細胞 も見 られ,こ れ らの細胞

が互 に集籏巣を接 して認められ,こ の時期では精細管

は残存す る程度に認め られ,精 上皮細胞 も壊死 に陥 る

か又は僅か に染色性を残 して散在性に見 られ る.

ii)自 然 発 死 群 の 睾 丸 の 変 化

前項逐 日的変化 と比較 しなが ら肉眼的並に組織学的

変化 について検索 した,

肉眼的所見は10日 目屠殺群 と殆ん ど同 じで,又 自然

艶死群の間に著 しい所見の相違 はなかつた.即 ち聖丸

は腫大 して充 実性 で,表 面は暗赤 色乃至淡紅色,粗 大

凹 凸不 平 で 細 血管 の うつ 血 は 著 しい.割 面 は 周辺 部 は

赤 褐 色 の 色 調 を呈 して い るが,中 心 部 は灰 白色 壊 疽 性

で あ る.

大 きさ及 び重 量 に つ い て は(第12,14表),自 然 死

亡 群 とし て生 存 日数 の順 に配 列 して 一 括 観察 した.ま

ず 右 側 では 長 径 は平 均6.2cm,横 径 は平 均2.Ocm,厚

さは平 均1.5cm.左 側 で は 長 径 は平 均5.7cm,横 径 は

平 均1.7cm,厚 さ は平 均1.5cm.重 量 は 右側 で は平 均

11.79,左 側 で は平 均10.09と な つ て い る.睾 丸 重 量

につ いて ま とめ て み る と第13表 の 如 く,左 右 共 最 も多

い のは9.0～9.99の もの で それ ぞれ75羽 中14羽18.7%

を 占め,次 で右 側 では10.O・-IO.99の もの9羽12.0

%,1!.0～1ユ.99の もの7羽9.3%の 順 にな つ て い る.

左 側 で は8.0～8.99の もの8羽10。8%,7.0～7.99,

第13表 自然整死群睾丸重量別

受藷瀟
左右別

右

左

1

4

5.O
I

5,9

4

2

6.O
l

6.9

1

2

7,08.0
11

7.918.9

6

7

6

8

1:1:ill:1
11.O
l

11.9

12.013.O
ll

l2.913.9

14

14

9

6

7

7

4

7

2

6

14.O
I

14.9

15.O
l

l5.9

4

1

3

3

玉6,017,0

11

16.917.9

4

2

2

0

18.QI玉9.O

ill

18.9「19.9

23

1 2

20.0

以 上

3

3

第14表 無処置群の睾丸総括

正 常(IO羽)

5日 目(5羽)

7日 目(5羽)

10日 目(5羽)

艶死群(75羽)

右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

長 径

2.8

2.8

3.1

3.2

3.6

3,4

5.2

5,7

6.2

5.7

横 径

1.0

1.1

1.1

1.1

1.3

1.3

1.7

2.0

2.0

1.7

厚 さ

O.8

0.7

0.9

.0

1.2

1.1

1.4

1.8

重 量

2.o

1.9

2.6

3.4

3.8

4.2

9、3

13.1

1.5

1.5

11.7

lO,O
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ユ1.0～11.99,12.0～12.99の もの各 々7羽9.3%と

なつ てい る.

これを5日 目,7日 目,10日 目各屠殺群 と比較す る

と(第14表),長 径,横 径,厚 さに関 しては特 に長径

に於 てかな りの増大を認め るが,そ の重量に関しては

飛躍的な増加を認め る.

病理組織学 的(第10図)に は,15日 目頃では腫瘍細胞

が畢丸の全域にわたつて増殖 し,随 所に広範 な壊死 と

出血を認 め,壊 死部の周辺には好中球,リ ソパ球の浸

潤が見 られ る.腫 瘍細胞は類円形で胞体は比較的少 く

好酸性で,核 は円形 のクロマチンに富んだ腫瘍細胞が

多 く認め られ,精 上皮細胞及 び基底膜は殆 ん ど 消 失

し,精 細管は癩 痕状に壊死におちいつた状態 で認め ら

れ る.

(3)無 処 置 群(対 照 群)所 見小 括

B-P腫 瘍 を家兎睾丸に移植 し,151羽 中陰性15羽 で

陽性率90.O%で あつた.自 然発死群 の生存期間は平均

18日 で,16～20日 の間に死亡す るものが75羽 中33羽

44.1%で あ り,転 移は5日 目には既 に 後 腹 膜 リンパ

腺,大 綱,腸 間膜 リソパ腺 に認め られ る,7日 目では

同じく後腹膜 リンパ腺,大 網,腸 間膜 リンパ腺及び腸

に認め られ るが転移の程度は強 くなつ てい る.10日 目

にな ると膀胱粘膜,心,眼 を除 くすべ ての臓器に認 め

られ,発 死群 と大差はない.即 ち転移 の急激な進展 は

7～10日 の間 に起 る事 が判 明した.そ れ と同時に睾丸

の長径,横 径,厚 さ,重 量共5日 目,7日 目,10日 目

と増大を認め るが特に7～10日 の間 の増大が著 しい.

自然発死群については早期に死亡 した もの も長 く生存

した ものも特に差は認 めなかつた.睾 丸は 長 径,横

径,厚 さと重量 とが必ず しも一致しない結果を得た.

これは移植 された腫瘍 の発育 と共 に翠丸その ものが 凹

凸不平 とな り,特 に頭側に於け る増大 の著 しいため と

考 える.

病理組織学的には5日 目で既に精細管の間隙にそつ

て移植腫瘍が増 殖を開始す るのが見られ,こ の時期で

はやや大型の上皮性 の腫瘍細胞 と思われ る細胞の出現

が 目立つが,7日 目では腫瘍細胞の増殖は急激に進展

し,精 細管は圧 迫萎縮に陥 りは じめ,こ れ と同時に類

円形の腫瘍細胞 が睾丸の間質内を急速 に満た し,精 細

管は残存程度に圧 排され,同 時に 日を重ね るに従つ て

広汎な壊死巣が増 加し甚 しい症例では殆ん ど壊死の状

態にな る。

H腫 瘍移植家兎における性ホルモン

の影響

前述の無 処置群(対 照群)の 実験成績に対比 して,

肇丸組織を培地 とす る本腫瘍の移植前或は移植後に性

ホルモ ソを投与すれば如何 なる変化を来たすかを検討

した.

(1)実 験 材 料 及 び 実 験 方 法

体重2kg以 上 の健康白色雄性家兎を用い,移 植方

法は前述 の対照群 と同様であ る.

使用薬剤の投与方法及び投与量 はAndrogenと し

てはTestosterone.prop.をEstrogenと しては

Hexestro1を 用い,投 与方法はB-P腫 瘍移植前 投与

及び後投与の2方 法 に分け た.即 ち前投与 とは腫 蕩移

植 当日を起点 としてそれ よ り10日前 よ り連 日投与 を,

又一方後投与 とは移植 当日の翌 日よ り10日間連 日投与

の事であ り,い ずれ も家兎大腿外側に筋注 した.

投与量はTestosteroneproP.(エ ナル モン)で は

成 人男子体重を50kgと して,家 兎の体重2kgに 換

算 し,そ の10倍 量のエナルモ ソ4mgを1日 量 とし10

日間計40mgを,又Hexestro1(ヘ キス ロソ)も 同

様 の換算法でその10倍 量のヘキスPン5mgを1日 量

として10日 間計50mgを それ ぞれ投与 した.

実験方法はエナルモ ソ前投与,後 投与及 びヘキス ロ

ン前投与,後 投与の4群 に大別,自 然発死群 のそれ と

対比す ると共に前記4群 相互間 に於け る性 ホル モソの

影響を検討 した.殊 に塞丸 自体 に於け る腫瘍化 の過程

を重点に,次 で他臓器へ の転移 の状態を併 せ 観 察 し

た.尚 この場合 も初期 での逐 日的変化を見 る為 に対照

群 と同様前投与群 は5日 目,7日 目,10日 目(各 群5

羽),後 投与群 は7日 目,10日 目(各 群5羽)に 細 分

して居殺検討を加えた.

(2)実 験成績

A.Testosterone投 与 の影 響

i)移 植 前 投 与 群 に つ い て

a)移 植 家 兎 の 症 状 経 過

エナルモン投与 を受けた家兎 は一般状態 には変 りが

ない.こ の家兎に腫瘍を移植す ると無処置群 と殆 ん ど

有意の差 はな く,移 植後略 々5～7日 目にな ると睾丸

には明 らかに腫瘤 を触れ,凹 凸不平 とな り弾性硬 とな

る.15日 前後で睾 丸内腫瘍 の増殖は最盛期 とな り,る

い痩,運 動の不活発 さ,下 痢を招来 して遂 には死 に至

る.

その生存期間 は第15表 に示す 如 く最 も早期 に死亡す

るものはE6の12日 で,最 も長 く生存す るものはEl5

の44日 で,比 較 的長 く生存す るものがあ り,平 均生存

日数は18日 である.

b)転 移の状態(睾 丸以外の各臓器の肉眼的

所見)
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第15表 エナルモソ前投与群(弊 死群)

家兎番号 生存日数

1
E6

E5

E9

ElO

E13

E4

E1

E14

E7

E3

Ell

E12

E2

E15

12

13

13

13

14

15

16

17

17

18

18

20

24

44

膀 胱 リソパ 腺

漿膜

十

十

十

十

十

十

十

十

粘膜1綾腹

十

十

十

十

十

大網

十

帯

腸間
膜

十

十

腸

十

十

十

脾

十

十

腎

被 膜

右 左

十

十

十

十

十

十

帯

実 質

右 左

十

十

十

十

十

十

冊

柵

肝

十

十

十

十

十

十

腹膜

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

横隔
膜

十

十

十

十

心

眠 肺

1右1左 右
1

Il
一 …一 一 ÷i+

_1-一 ・+1+
　 　

一:一.一 ・副 帯

一 一 一 柵

一,一 一1冊

i,

一 属 一

…昔
一1一 冊

1

- 、 一 柵

十1-一 耕

冊

一1++柵 冊

　

一 一 一 絹 惜

一 一+.粁1昔

十

十

+1昔

+睡

第16表 エナルモソ前投与5日 目屠殺例

家 兎 番 号

EVI

EV2

EV3

EVIO

EV13

膀 胱

漿膜粘膜

リン パ腺

後腹
膜

十

十

十

十

大曜

十

十

腸 脾

腎

被 膜

司 左

実 質

剤 左

肝 腹膜横隔
膜

1
:眼 肺

心: 　

右 左1右 左
1

_1_

一 … 一

一 … 一

.i-

i『 に

1一

対照群 と同じく移 植後5日 目,7日 目,10目 に各群

5羽 宛屠殺 し,又 発死 群14羽 につ いてそ の転移の状況

につ いて肉眼的 に検索 した.尚 転移の程 度の基 準につ

いては対照群 と同じ判定基準 を用いた.

5日 目では(第16表),後 腹膜 リソパ腺は5羽 中4

羽(80.O%)に,大 網 には5羽 中2羽(40。0%)に い

ずれ も軽 度に認 められた.し か しその他の臓器 には転

移 を認 めない.

7日 目では(第17表)後 腹膜 リソパ腺及び大網共5

羽中5羽(100%)に 転移が あ り,前 者では5羽 共 軽度

な転移であるが,後 者では軽度な もの2羽,や や高度

な もの3羽 である.そ の他の臓器 には転移は見 られな

い(第11図)

10日 目(第18表)で は転移はか な り広汎に及び蔓性

に認 められ る様にな る,膀 胱 には認めず,後 腹膜 リン

パ腺 では5羽 中5羽(100%)で 軽度な ものが4羽,や

や 高度 なもの1羽 を認め,大 網 でも5羽 中5羽(100

%)で やや高度な もの1羽,高 度 なもの4羽 で高度な

ものはいずれ も腫瘍塊をな して認 められた(第12図).

腸間膜 リンパ腺は5羽 中5羽(100%)で うちやや高度
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第ユ7表 エナルモソ前投与7日 目屠殺例

兎 番 号

EV4

EV5

EV6

EV15

EV王6

膀 胱

漿膜粘膜

リソ パ腺

後腹
膜

十

十

十

十

十

大網

十

十

腸間
膜

腸 脾

腎

被 膜

右1左

実 質

右 左

肝 腹膜横隔膜 心

眼

右 左

肺

右 左

第ユ8表 エナル モソ前投与10日 目屠殺例

家 兎 番 号

EV7

EV8

EV9

EV24

EV25

膀 胱

漿膜

リソパ 腺

粘曝 腹

十

十

十

十

大轄

十

1什

腸

十

脾

十

腎

被 膜

右佐

十

十

十

十

実 質

右 左

十

十

十

十

十

十

肝

十

十

腹膜

十

横隔
膜

十

十

心

眼

右 左

肺

右

十

左

十

な ものが3羽 である.腸,脾 いずれ も1羽(20。O%)

で軽度な もののみである.腎 では被膜及び実質いずれ

に於 ても4羽(80.O%)で 左右差は認めず被膜 では軽

度 なもの及びやや高度 なもの共に2羽,実 質では軽度

な もの3羽,や や 高度な もの1羽 である.肝 は5羽

(100%)に 認め られ,腹 膜2羽(40,0%),横 隔膜 は

4羽(80.0%)で 軽度 なものが多い.心 及び眼には認

めず,肺 では左右差 はな く5羽(100%)に 比較的高度

に認められた.

次に発死群(第15表)で は転移は広汎 に各臓器に亘

つて認 められ る.即 ち膀胱漿膜では14羽 中9羽(64 .3

%)に 認め られ,う ち軽度 のものが8羽 に 認 め ら れ

た.膀 胱粘膜は2羽(14.3%)で いず れ も軽度な もの

である,後 腹膜 リソパ腺ではユ4羽(100%)に 見 られ,

軽度な ものが3羽 であ るのに対 してやや高度 なもの6

羽,高 度 なもの5羽 とどちらか と云えば高度 な転移が

多い.大 網も14羽(100%)で 高度な ものがユ0羽を 占め

てお り共 に腫瘍塊をな して認められた.腸 間膜 リンパ

腺では13羽(92.1%)で その うちやや高度 なもの及び

高度な もの各 々6羽 で転移 は著 しい.腸 は8羽(57.1

%)に 転移が認め られ,軽 度な もの3羽,や や高度 な

もの4羽,高 度 なもの1羽.脾 では3羽(21.4%)で

軽度な ものが2羽 であ る.腎 では被膜及び実質共左右

差は認 めず,共 に14羽 で全例に認め られ,や や高度な

もの5羽,高 度 なもの6羽 で,肝 は全例に認め られ高

度な ものが6羽 に認め られ る.腹 膜は13羽(92.1%)

で軽度な ものが12羽 であ る。横隔膜は13羽(92.1%)

に認め られ軽度 なもの4羽,や や高度な もの8羽,高

度な もの1羽 と転移 は著 明 でな く,心 は2羽(14.3

%),眼 では4羽(28.6%)で いずれ も軽度な転移で

あ り,後 者では両側 の もの3羽,左 側 のみ のもの1羽

に認めた.肺 については左右差 な く14羽全 例に認 め軽

度 なもの2羽 に対 してやや 高度な もの4羽,高 度な も

の8羽 と高度な転移が多い.

転移 の多 く認め られ る臓器 は後腹膜 リソパ腺(100

%),大 網(100%),腎(被 膜及び実質)(100%),肝

(100%),肺(100%),腸 間膜 リソパ腺(92.1%),

腹膜(92.1%),横 隔膜(92.1%)の 順であ る.

C)窪 丸 の 逐 日的 変 化

エナルモソ前投与の後にB-P腫 瘍を移植 した家兎

の5日 目,7日 目,10日 目の屠殺 例(各 群5羽)及 び

艶死群(14羽)に 於け る塞 丸の肉眼的並 に病理組織学
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第19表 エナル モン前投与5日 目肇丸の大 きさ及び重量

家 兎 番 号

EV1

EV2

EV3

EV10

EV13

睾 丸 計 測(cm)

右

2.7×1.O×1.0

3.6×0.9×0.7

3.2×1.2×1.O

2.6×1.1×1.O

3.3×1.3×1.1

左

2.9×1.3×1.1

3.5×1.O×1.O

2.8×1.2×0.8

3.0×0.8×O.3

3.2×L3×LO

睾 丸 重 量(gm)

右

2.5

3.4

3.2

2.2

3.5

左

2,7

3.2

2.8

3.0

3.1

的変化 につ いて観察 した.

5日 目の肉眼的所見は正常大,左 右は殆ん ど対称性

に淡赤色で稽 々弾力性を増 し,表 面平滑で移植部 は限

局性 に膨隆 し紫紅色充実性であ り,副 睾丸 との癒着は

殆 ん ど認め られない.そ の大 きさは第19,23表 に示す

如 く右側では長径平均3,lcrn,横 径平均1.1cm,厚 さ

平均1.Ocm,左 側では長径は平均3.lcrn,横 径平均

1.1cm,厚 さ平均O.9crn.重 量は左右共平均3。09で

ある.

病理 組織学的(第13図)に は,精 上皮細胞 が疎に配列

し基底膜のやや肥 厚 した精細管が,互 に壁を接 して認

め られ,そ の間隙 には胞体が紡錘形乃至多角形で,胞

体 の境界は比較的 明瞭,好 塩基性 で,核 は大型多角形

或は類円形で明らかな核膜 を有す る核小体 のある大型

腫瘍細胞が集籏して侵入増 殖す る像が見 られ,核 分裂

像 も見 られ侵 入部 の尖端は境界が判然 としている.

7日 目の肉眼的所見は5日 目に比 してかな り増大を

認め,表 面紅赤色でび蔓性に充血 し凹凸不平,細 血管

が充盈 し硬度 は移植部に於 て甚 し く硬 く,そ の隣接部

は比較的弾力性を有す る.そ の大 きさは第20,23表 の

如 く,右 側 では長径は平均3.7cm,横 径は平均1.4cm,

厚 さ平 均1.Ocm.左 側では長径 は平均3.7cm,横 径は

平均1.1cm,厚 さ平均1.1c皿,重 量は右側では平均

4.39,左 側では平均4.09で あ る.

第20表 エナル モン前投与7日 目睾丸の大きさ及び重量

家 兎 番 号

峯 丸 計 測(cm)

右

EV4

EV5

EV6

EV15

EV16

3.4× 王.2×0.9

4.2×L8×1.1

3.8×1.3×LO

3.5×1.2×1.1

3。7×1.4×1.0

左

3.5×1.1×LO

3.7×1.0×L2

4.3×L2×1.2

3.4×1.O×O.8

3.5×1.1×1.互

睾 丸 重 量(gm)

右

3.7

5.1

4、4

3.8

4.7

左

3.5

4.6

5.0

3,3

3.5

病理組織学的(第14図)に は,精 上皮細胞 の甚 し く疎

となつ たほぼ正常大の精細管 が散在性に認め られ,そ

の周辺 には多角形大型の配列 不規則 な上皮性腫瘍細胞

が精細管を圧排 しつつ間質にそつ て増殖 しつつあ る像

が認め られ る.尚 一部にはやや小型 で正 円形の胞体を

有 し,好 酸性,核 は腎形或は類円形を呈す る腫瘍細胞

が前述 の大型細胞 の他 に混 同して認め られ る処 もあ

る.

10日 目の肉眼的所 見は充実性に増大 し,硬 度 は全般

的に硬 く,表 面赤紅色充血性 で著 明な細血管の怒張を

認め,移 植部は黄赤色結節状 に膨隆 し,中 心部はやや

軟 でその周 囲は暗赤色である.こ の時期では副睾丸 と

は著 しい癒着を示す.割 面は周辺部は暗赤色飴色を呈

し,中 心部は灰白色一部には出血性乃至充 血部を認め

る.そ の大 きさは第21,23表 に示す如 く右 側ではその

長径は平均5.6cm,横 径平均1.6cm,厚 さ平均1.4cm.

左側では長径平均5.8cm,横 径平均1.6m,厚 さ平均

1.5cm.重 量は右側 では平均6.89,左 側では平均



566 東野一睾 丸 腫 瘍 の 研 究

第21表 エナル モン前投与10日 目睾丸 の大 きさ及び重量

家 兎 番 号

EV7

EV8

EV9

EV24

EV25

聖 丸 計 測(cm)

右

6.2×2,1×L8

5.6×L5×1.2

5.4×L6×1.5

5.7×1.4×1.O

5.0×1.3×1.3

左

5.1×1.6×1.4

1.8×2.0×1,3

5.6×1.3×i.2

6.1×1.5×1.0

5.2×1.3×1.2

睾 丸 重 量(gm)

右

7.3

7.0

6,7

6.9

6.O

左

6.5

7.8

6.5

7.5

6.2

6.99で 長径 と重量 は著明な増大を明らかに示した.

特に重量は5日 目のほぼ2倍 強となつてい る.

病理組織学的(第15図)に は,精 上皮細胞は殆 んど萎

縮散在性 で精細管 は壊死に陥 り,間 質には類円形乃至

円形の胞体が比較的少 く,大 小不 同の核を有す る腫瘍

細胞が集籏性に認められ,或 る部分乃至は睾 丸の被膜

周辺部 にはやや大型 の核小体の明らかな上皮性腫瘍細

胞 の混入を見る.移 植部位 は明らかな反応性 出血性壊

死巣を形成 してい る。

発死群の肉眼的所見(第16図)は,生 存 日数に よつ て

多小の相違は見 られ るが,概 して著明に増 大 し,表 面

はぴ蔓性 に暗赤色 うつ血性で血管の怒 張甚 だ し く粗大

凹凸不平,硬 度は或 る部では硬 く結節状で又 或る部で

は軟か く随所に 出血部を見る.割 面では正常睾 丸豫は

殆ん ど認められず,周 辺部は暗赤色の部が多 く中心 部

は斑状 の出血巣 と広汎な壊死 を見る。その大きさは第

22,23表 の如 く右側では長径平均5.9cm,横 径平均

2.Ocm,厚 さ平均1.6cm.左 側では長径平 均5.5cm,

横径平均1.8c皿,厚 さ平均1.5cm.重 量はE2の 右側

25.19,左 側28.59,E3の 右側27.S9,Ellの 右側

第22表 エナルモソ前投与艶死群睾丸 の大 きさ及び重量

家兎番号

E6

E5

E9

E10

EI3

E4

El

E7

E14

E3

Ell

El2

E2

E15

生存日数

12

13

13

13

14

15

16

17

17

18

18

20

24

44

聖 丸 計 測(cm)

右

4.5×1.2×1.O

4.3×1.4×1.2

6.2×2.1×1.5

6.0×1.5×1.5

4.5×L8×1.7

4.5×1.5×1.3

4.8×2.0×1.2

5.0×1.8>く1.8

5.8><1.8>く1.8

7.0×2.8×2.5

8.0×2.5×2 .1

4.6×1.8×1.3

6.0×2.8×2。5

6.8×2.5×1.6

左

4.5×1.7×1.3

4.6×1.4×1.0

6.7×2.1×1.8

5.5×1.3×L3

5.5×1.8>く1.8

4.5×LO×O.9

4.5×1.8×1.O

5.5×1.4×1.2

5.0×L5×1.7

5.O×1.8×1.5

8.5×2.8×2、3

5。0×!.8×1.3

6.5×2.5×2.1

6.0×1.8×L5

睾 丸 重 量(gm)

右

5.6

5.8

8.7

10.8

9.5

6.5

6.7

13.5

13.2

27.5

24.1

6.4

25.互

15。3

左

6.4

6.3

9.3

王O.0

U.5

8.0

6.2

12.8

12.0

12.5

28.0

6.O

28.5

10.1
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第23表 エナル モン前投与群の睾丸総括

5日 目
右

左

7日 目
右

左

10日 目

右

左

発 死 群
右

左

長 径

3.1

3.1

3,7

3,7

5.6

5.8

5.9

5.5

横 径

1.1

1.1

!.4

1.1

1.6

1.6

2.0

1.8

厚 さ

1。0

0.9

1。0

1.1

L4

1.5

1.6

1.5

重 量

3.0

3.O

4.3

4.0

6.8

6.9

12.7

12.○

24.19,左 側28.09の 如 く巨大な ものも混 じてはいる

が右側平均12.79,左 側平均12.09で あ る.

以上5日 目,7日 目,10日 目,発 死群についてみ る

と(第23表),そ の最 も著 しいものは長径及び重量の

増加で特 に重量は5日 目の4倍 に増大 している.

病理組織学的(第17図)に は,15日 を過 ぎると移植

に より発生 した腫瘍細胞は,睾 丸の全域 に増殖旦拡大

し,中 心部には好中球,リ ンパ球の滲出のみ られ る高

度の出血性壊死 部を殊 に移植部を中心 として形成 し,

周辺部の腫瘍細胞は比較的大型で多角形 ではあ るが,

その他の大部分 の腫瘍細胞は類円形乃至 円形のやや小

型の細胞の著 しい増殖 で,為 に精細管は圧 迫萎縮に陥

り,基 底膜は殆ん ど消失 し,精 上皮細胞が著 しく染色

性を失 い,僅 かに残存像を認むに過 ぎない 所 見 で あ

る.

ii)移 植後投与群について

a)移 植家兎の症状経過

移植後翌 日は陰嚢 は浮腫性腫脹が あ り,1-2日 持

続 し消槌す る.同 時 に徐 々に硬度が増 し,3日 目頃 よ

り再び睾丸は腫大 し始め,発 死時 には示指大～栂指大

の大 きさにな り,又 腹腔内に脱転す るものが半数以上

第24表 エナルモソ後投与群(弊 死群)

家兎番号 生存日数

「膀 胱

E28

E23

E31

E22

E27

E29

E24

E30

E26

E25

10

11

13

14

15

15

16

17

31

55

漿膜

十

十

十

十

粘膜

リソパ 腺

後腹
膜

十

十

十

大網

十

十

十

腸間
膜

十

腸

帯

十

十

脾

十

腎

被 膜

右1左

十

十

什

十

十

実 質

剣 左

十

十

什

十

十

肝

柵

十

腹膜

十

十

十

十

十

十

横隔
膜

冊

十

心

眼

右

十

十

左

十

肺

右

十

十

左

十

帯

十
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に認め られ,こ の場合に も移植後7日 目頃 より脱転す

る事が多 く,る い痩が著 しくなると下腹部両側又は一

側に腫瘤 として触れ る.又 時 には下腹部に一塊 となつ

た腫瘤を触れ るもの もある.

生存期間は第24表 の如 くで,最 も早期 に死亡 した も

のはE28の10日,最 も長期間生存 した ものはE25の

55日 で平均生存 日数は20日 であるが,エ ナル モン前投

与群 よ りやや長 く生存するものがある.

b)転 移 の 状 態(畢 丸 以 外 の 各 臓 器 の 肉 眼 的

所 見)

転移の進展 の推移をみ るために7日 目,10日 目の2

群 に分けて,各 群5羽 宛屠殺 し又発死群10羽 につい て

肉眼的に検索 した.7日 目では第25表 の如 く,転 移 の

認め られ る臓器 は後腹膜 リソパ腺及び大 網 で,前 者

(第18図)で は5羽 中4羽(80.0%)に 認め られいず

れ も軽度の転移 であ り,後 者では5羽(100%)に 認め

第25表 エナル モソ後投与7日 目屠殺例

家 兎 番 号

ENl1

EN12

EN14

EN22

EN23

膀 胱

漿膜1粘膜

リンパ腺

後腹膜

十

十

十

十

大網jk間

十

十

腸 脾

腎

被 膜i実 質i肝 腹膜横隔

右国 右佐
1

一

i
膜

心

眼

右 左

肺

右

■ 一

左

第26表 エナルモソ後投与10日 目屠殺例

家 兎 番 号

EN7

EN8

EN9

EN24

EN25

膀 胱

漿膜

十

十

粘膜

リンパ 腺

後腹
膜

十

十

大網騨

什

腸

十

腎

脾

十

被 膜

剤 左

十

十

十

十

十

十

実 質

右 左

十

十

十

十

十

十

肝

十

腹膜

十

十

横隔
膜

十

十

心

眼

右1左 右

肺

一1-i+

1+

十

一i-i帯

一
:-1一

左

十

十

られ,う ちやや高度 のもの3羽 とかな りの程度に転移

が認 められ る.そ の他 の臓器 には転移を認 めない.

10日 目では(第26表),転 移 は比較的広汎 にな り膀

胱漿膜 には5羽 中2羽(40.O%)で 軽度な もののみで

あ る.膀 胱粘膜 には認めず,後 腹膜 リソパ腺5羽(100

%)に 認め られ,や や高度な ものが3羽 を 占 め て お

り,大 網5羽(100%)で いずれ も高度な もののみであ

る.腸 間膜 リソパ腺4羽(80.0%)で やや 高度な もの

3羽,高 度な もの1羽 とやや 高度な ものが多 く,腸,

脾いずれ も1羽(20.O%)で 軽度な もののみであ る。

腎では被膜及 び実質共左右差が な くいずれ も5羽 中5

羽(100%)で 共に軽度な もの3羽 と,や や高度な もの

及び高度な もの各1羽 と軽度な ものが多い。肝は4羽

(80.0%)で 軽度な もの1羽,や や 高度な もの3羽 と

やや高度な ものが多 く,腹 膜2羽(40.0%)で 軽度な

もののみであ る.横 隔膜 では3羽(60.0%)で 軽度な

もの2羽,や や高度な もの1羽 となつ ている.心,眼

には認めず 肺では4羽(80,0%)に 認 め,い ずれ も

左右差はな く,軽 度な もの2羽,や や高 度 な も の1

羽,高 度な もの1羽 となつ ている.

次に蛯死群10羽 について観察 した 。第24表 の如 く膀

胱漿膜では10羽 中6羽(60.0%)に 認 められ,軽 度 な

もの4羽,や や高度な もの2羽 と軽度 なものが多 く認

め られ る.膀 胱 粘膜 には認めず,後 腹膜 リンパ腺では
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10羽(100%)で 軽度な もの3羽,や や高度 な も の2

羽,高 度 なもの5羽 と高度な ものが多い.大 網 も10羽

(100%)に 認め られ,軽 度な もの3羽,や や高度なも

の1羽,高 度 なもの6羽 と高度な ものが多 く認 め ら

れ,腸 間膜 リソパ腺は8羽(80.O%)に 認め られ,軽

度な もの1羽,や や 高度な もの4羽,高 度な もの3羽

と転移 はか な り著 明に認め られ る.腸 では5羽(50.0

%)に 認め られ,軽 度な もの2羽,や や高度な もの1

羽,高 度 な もの2羽 と一定でな く,脾 では軽度な もの

を1羽(20.0%)に 認めた.腎 では被膜及び実 質共左

右差 はな く,共 に8羽(80.0%)で 軽度な もの2羽,

やや 高度 な もの及び高度な ものが各 々3羽 で転移 はか

な り著 明に認 められた.肝 は9羽(90.O%)で 軽度な

ものは1羽 のみで,や や高度な もの3羽,高 度 なもの

5羽 と高度 なものが多い.腹 膜 は6羽(60.0%)に 認

め られいずれ も軽度な もののみ であ る.横 隔膜は7羽

(70.O%)に 認め られ軽度 なものは1羽 で,や や高度

な もの4羽,高 度な もの2羽 と比較的転移 は著明に認

められ る.心,眼 は共に軽度な ものを各 々1羽(20.0

%)に 認めた.肺 には10羽 全例に認 められ,左 右差 な
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く軽 度 な もの2羽 に対 して 高 度 な もの8羽 と殆 ん どが

高 度 の 転 移 で あ る.

転 移 の 多 く認 め られ る臓 器 は後 腹 膜 リソパ 腺(100

%),大 網(100%),肺(100%),肝(90.0%),

腸 間 膜 リソパ腺(80.O%),腎(被 膜 及 び 実 質)(80.0

%),横 隔膜(70.0%)の 順 で あ る.

c)睾 丸 の逐 日的 変 化

B-P腫 瘍を移植後その翌 日よ リエナルモソを投与 し

移植後7日 目,10日 目(各群5羽)及 び発死群(10羽)

に於 ける聖丸の肉眼的並に病理組織学的変化について

観察 した.

7日 目の肉眼的所見は浮腫状に腫大 し淡 赤 色 を 呈

し,硬 度は弾性硬 で細血管の充盈 あ り,表 面は概 して

平滑 であるが一部 凹凸不平の部 も認め る.そ の大 きさ

は第27,30表 の如 く右側 では長径平均3.7cm,横 径平

均1.2cm,厚 さ平均1.1crn.左 側長径平均3.7cm,横

径平均1.3cm,厚 さ平均1.Ocm.で 左右に著明な差は

認め られない.重 量は右側平均4.19,左 側平均4.09

とこれ又左右差は認めない.

第27表 エナル モン後投与7日 目睾丸の大きさ及び重量

家 兎 番 号

ENII

EN12

EN14

EN22

EN23

睾 丸 計 測(cm)

右

3.7×1.3×1.0

3.6×1.2×1.2

4.2×1.O×1.0

3.8×1.0×0.8

3.4×L5×1.3

左

3.6×1.3×1.0

3.6×1.5×1.2

3.6×1.O×O.9

3.5×1.2×1.0

4.O×L5×1.1

聖 丸 重 量(gm)

右

4.7

4.0

4.9

3.5

3.2

左

4.0

4.3

3.8

3.3

4.5

病理組織学 的(第19図)に は,間 質 の腫瘍細胞は著

明に増殖 して精細管 を囲み,略 々正常大 の精細管は疎

開 して認め られ るが,精 上皮細胞は甚だ し く疎ではあ

るが,精 細胞 は未 だに染色性 を有 してい る.基 底膜は

僅かに肥 厚 し,こ の時期 では腫瘍細胞は大型多角形の

細胞が主体であるが,一 部では類 円形やや小形の細胞

も随所 に増殖す る像が見 られ る,

10日 目の肉眼的所見 は腫瘍増大を認め充 実 性 で あ

り,表 面 は赤褐色～黄褐色で あ り,移 植部位 に一致 し

てやや大 きい結節状膨隆があ り,そ の部は黄褐色周 囲

は細血管 の充盈 を見 る.割 面は全般に灰黄 褐色で穎粒

状光沢 を有 し一部 は出血性で壊死は比較的少い.そ の

大 きさは第28,30表 に示す如 くで右側では 長 径 平 均

5.3cm,横 径平均1,3cm,厚 さ平均1.Ocrn.左 側で

は 長 径 平 均5.3cm,横 径 平 均1.4cm,厚 さ平均

1.4cm.重 量につ いては左右共平均5。69と なつ てい

る.

病理組織学的(第20図)に は,著 明に増殖 した腫瘍

細胞 の為 に精細管は甚 しく圧迫萎縮状を呈 し,そ の中

に僅か に精上皮細胞 の残存を有す る程度の 変 化 と な

る.腫 瘍細胞の大部分 は類 円形,大 小種 々の円形細胞

であ り,多 角形大型 の細胞 は集籏性に認め られるが,

又 は睾丸 の周辺部に認められ るに過 ぎず,中 心 部は隣

所 に出血性壊死を見 る.

艶死群 の肉眼的所見(第21図)は,生 存 日数 に よつ

て幾分相違が認め られ るが10羽 全体 として観察 した.
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第28表 エナルモソ後投与10日 目睾丸の大きさ及び重量

家 兎 番 号

EN7

EN8

ENg

EN24

EN25

塞 丸 計 測(cm)

右

5,3×1.4×1.2

5。2×1.2×0.9

5.2×1.5×1.3

6.1×1.1×1.0

4.6×1.2×0.8

左

5.5>〈1.5>く1.8

5.0×1.2×1.2

4.8×1.4× 互.4

6.0× ゴ.3×1.3

5.1×1.4)〈1.2

聖 丸 重 量(gm)
`

右

5.6

5.2

5,4

6.8

4β

左

6.2

5.1

5.0

6.7

5.2

第29表 エ ナルモン後投与発死群聖丸 の大 きさ及び重量

家兎番号

E28

E23

E31

E22

E27

E29

E24

E30

E26

E25

生存日数

10

11

13

14

15

15

16

17

31

55

睾 丸 計 測(cm)

右

5.O>く1.8×1,5

6.○ ×1.2×1.0

6,5×1.8×1.8

5.6×1.7×1.3

4.0×1.8×L8

4.5×1.5×1.3

5.5×2.5×1.8

5.1×1.5×1.6

6.3×2,3×1.8

4.8×2.3×2.0

左

4.5>〈1.5>く1.5

7.0×1.2×O.7

6.0×1.3Xl.2

5.8×L7×1.2

3.5×1.7×1.8

1Q.8×1.5×1.6

5.7×L7×1,5

5.0× 互.8×1.5

8.5×2.3×2.0

4.5×2.5×2.1

聖 丸 重 量(gm)

右

8。0

6.0

11.0

7.8

9.0

8.8

15.9

5.8

27.0

17.8

左

9.1

6。5

13.8

8.2

7.0

11.7

10.2

8.1

28.2

17.8

第30表 エナルモソ後投与群の聖丸総括

7日 目

10日 目

発 死 群

右

左

右

左

右

左

長 径

3.7

3.7

5.3

5.3

5.3

6.1

横 径

1.2

1.3

1.3

1.4

1.8

L7

厚 さ

1.1

1.O

1.O

L4

1.6

L5

重 量

4.1

4.0

5.6

5.6

ll.7

12.0
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即ち睾丸は腫大著 しく,表 面は暗赤色 で一部に黄褐色

の部 も認 められ る.細 血管の充盈著 しく,表 面は比較

的平滑で硬度は弾性硬 である.割 面では正常像は一部

認 めるが散性性の壊死巣 と灰褐 色の出血巣を認 める.

その大 きさは第29,30表 の如 く右側 では長径平均5.3

cm,横 径平均1.8cm,厚 さ平均1.6cm.左 側では長

径平均6.1cm,横 径平均1.7cm,厚 さ平均1・5cm・

重量はE25の 両側共17.89,E26の 右側27.09,左

側28.29の 如 き巨大な もの もあるが,右 側では平均

11.79,左 側 では平均12.09で あつた.

即ち7日 目,10日 目,発 死群 と腫瘍 の増殖に ともな

つて(第30表),長 径,横 径,厚 さ,重 量共に増 加し

てい るのを認める.特 にそ の重量は発死群は7日 目の

ほぼ3倍 となつてい るが,前 投与群に比してやや大き

さ,重 量で劣 るものである.

病理組織学的(第22図)に は,15日 前後 で睾丸は殆

ん ど腫瘍細胞に置 き換 り,中 心部には高度 な出血性壊

死巣が見 られ る.壊 死巣 は境界明瞭な処 もあ り,又 一

部では腫瘍細胞から逐 次移行す る部位 もある.精 細管

及び精上皮細胞は圧 迫萎縮 におち入 るが,尚 そ の一部
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は染色性を残 してい る.聖 丸の周辺部 の腫瘍細胞は一

部は大型多角形の細胞が主であるが,そ の他 の部分は

大部分が類円形胞体 は少 く,核 は腎形或は円形 で核質

に富み,大 小不同著 しく核分裂像 も著明に 認 め ら れ

る.

B。Hexesterol投 与 の 影 響

i)移 植 前 投 与 群 に つ い て

a)移 植 家 兎 の 症 状 経 過

移植後2～3日 に陰嚢に浮腫性腫脹が認め られ る.

しか し徐 々に これが消槌す ると共 に睾丸 の硬度は逐次

増強 して移植後早い ものでは3日 目頃 より,又 遅い も

ので も5日 目頃には硬度は弾性硬 とな り,大 い さも示

指頭大～栂指頭大 とな り明らかに腫瘍の増殖を思わせ

る.通 常腫瘍化に伴 う腹腔 内脱転は移植後5～7日 目

に観察 された.こ の頃 よ りるい痩が認め られる様 にな

り,た めに脱転 した窒 丸は下腹部に腫瘤 として触れ,

中には膀胱部 に一致 して リソパ腺 と共に一塊の大 なる

腫瘤を形成す る.こ の様な腫瘍移植家兎は10日 目を過

ぎるとるい痩著し く,運 動 も不活発 とな り同時に食欲

不振並に下痢 が続い て衰弱 し遂に死亡す る.

第31表 ヘキス ロソ前投与群(弊 死群)

家兎番号

H26

H25

H27

H28

H29

H31

H22

H30

H21

H23

生存日数

12

13

14

14

15

層15

16

18

22

24

膀 胱

漿膜

十

十

十

粘膜

リンパ 腺

後腹
膜

十

十

十

十

大網腸間
膜

帯

腸

十

十

十

脾

十

十

十

十

腎

被 膜

右佐

十

十

冊

帯

十

十

実 質

司 左

帯

十

十

十

十

肝

帯

什

十

腹膜

十

十

十

十

十

十

横隔
膜

十

十

心

眼

右 左

十

十

肺

右

冊

十

左

十

生存期 間は発死群 の10羽 を通 じて観察す ると第31表

に示す如 く最 も早期 に死亡す るものはH26の12日,最

も長 く生存す るものはH23の24日 で平均生存 日数 は16

日であ り,最 長生存 日数 はエナル モン前投与に比 して

比較的短 い.

b)転 移 の 状 態(畢 丸 以 外 の各 臓 器 の 肉 眼 的

所 見)

エナル モソ前投与群 と同様 に5日 目,7日 目,10日

目の3群 に分け(各 群5羽)屠 殺 し,又 発死群10羽 に

つ いてその転移の状況につ き肉眼的に検索 した,

5日 目に屠殺 した ものでは(第32表),後 腹膜 リン

パ腺5羽 中4羽(80 .0%)に 認め られ,い ず れ も軽度

な ものであ る.大 網に於 ては5羽(100%)で 軽度な も

の4膜,や や高度 なもの1羽 といずれ も比較 的明瞭な



572 東野一睾 丸 腫 瘍 の 研 究

第32表 ヘキス ロソ前投与5日 目屠殺例

家 兎 番 号

HV1

HV2

HV3

HV4

HV5

膀 胱 リンパ腺

漿膜粘膜籏腹大網

十

十

十

十

十

十

十

十

腸間
膜

腸 脾

腎

被 膜 実 質

右i左 固 左

肝 腹膜
1横隔
膜

心

眼

右 左

肺

右 左

第33表 ヘキス ロン前投与7日 目屠殺例

家 兎 番 号

HV6

HV7

HV8

HV18

HV19

膀 胱 リン パ腺

漿膜粘膜陵腹

十

十

十

十

十

大鞭

十

十

十

腸 脾

腎

被 膜

右1左

実 質

右 左

肝 腹膜轡 心

眼 肺

右 左 右 左

十
第34表 ヘキス ロン前投与10日 目屠殺例

家 兎 番 号

HV9

HVlO

HVll

HV20

HV21

膀 胱 リンパ 腺

漿膜離 腹

十

十

十

十

大轡

冊

十

十

十

腸

十

脾

十

腎

被 膜 実 質

右1左 岡 左

十

十

十 十

十 十

十

十

肝

十

囎糊

十

十

十

心

眼 肺

右 左i右

十

十

十

一睡

左

十

十

十

初期転移を認め るが,他 の臓器には転 移を認めない.

7日 目では(第33表),後 腹膜 リソパ腺は5羽 中5

羽(100%)に 認 められいずれ も軽度の転移である.大

網は5羽(100%)で 軽度な もの2羽,や や高度な もの

3羽 となつてお り,腸 間膜 リンパ腺は1羽(20.0%)

に認め られる。その他の臓器 には転移を認めない.

10目 では(第34表),膀 胱 漿膜では5羽 中3羽(60,0

%)に 認 められ,う ち2羽 は軽度な転移である.後 腹

膜 リンパ腺では5羽(100%)に 認 められ,軽 度 な もの

2羽 に対 し,や や高度 な もの3羽 である(第23図)

大網では5羽(100%)で うち4羽 は高度 な 転 移 で あ

り,い デれ も腫瘍塊をな して認め られた,腸 間膜 リン

パ腺は5羽(100%)で 軽度 なものが3羽,や や高度 な

もの2羽 であ る.腸,脾 は共 に1羽(20.0%)で いず

れ も軽度な もののみ である.腎 は被膜及び実質共に左

右差は認めず,共 に4羽(80.O%)で 軽度な もの及び
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やや高度 な ものが各 々2羽 であ る.肝 は3羽(60.0

%)で うちやや 高度 なものが2羽 であ る.腹 膜は1羽

(20.0%)に 認め られ,横 隔膜 は4羽(80.0%)で 軽

度 なものが多い.心,眼 には認 めず,肺 は左右差 な く

5羽 全例 に認め られ軽度な ものが多い.

次に発死群 は第31表 の如 く10羽 につ いて観察 した.

膀胱漿膜 は6羽(60,0%)に 認め られ軽度な もの及 び

やや高度な ものが共 に各 々3羽 である.後 腹膜 リソバ

腺では9羽(90.O%)に 認め られ,軽 度 なもの4羽,

やや高度な もの2羽,高 度な もの3羽 となつ てい る.

大網ではユ0羽(100%)で いずれ も高度な もので一塊 と

なつ て腫瘤を形成 している.腸 間膜 リソパ腺 では9羽

(90.0%)に 認め られ,や や 高度な もの7羽,高 度な

もの2羽 と転移は著 しい.腸 では7羽(70.0%)に 認め

られ軽度な もの3羽,や や高度な もの2羽,高 度 なも

の2羽 である.脾 では5羽(50.O%)に 認め られ全例

軽度な転移であつた.腎 では被膜及び実質に左右差 は

認めず,い ずれ も9羽(90.O%)で 高度な転移が5羽

を占め ていた(第24図).肝 では10羽(100%)に 認 め

られ,う ち高度な ものが6羽 と多 く,腹 膜 で は9羽

(90,0%)に 認められ,軽 度な ものがその うち6羽 で

あつた.横 隔膜では9羽(90,0%)で 軽 度 な もの2

羽,や や高度な もの2羽,高 度な もの5羽 であつ た.
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心 には認めず,眼 では2羽(20.O%)に 認め られいず

れ も軽度の ものであ り共 に左眼に認め られた.肺 には

左右差な く共に10羽(100%)で 軽度な もの1羽 に対 し

やや高度な もの4羽,高 度な もの5羽 と転 移 は 著 し

い.

転移の多 く認め られる臓器は大網(100%),肝(100

%),肺(100%),後 腹膜 リソパ腺(90.0%),腸 間

膜 リソパ腺(90,0%),腎(被 膜及び実質)(90.0%),

腹膜(90.O%),横 隔膜(90.0%)の 順であ る.

c)睾 丸 の 逐 日的 変 化

ヘキス ロソ前投与後移植 した睾丸 自体 の変化を観察

す るために移植後5目 目,7日 目,10日 目及び驚死群

の睾丸について肉眼的並に病理組織学的変化について

検索 した.

5日 目の肉眼的所見は左右不対称性 で,や や小 さく

表面は平滑淡赤色一部蒼自で,貧 血性硬度稽 々硬 く少

しく萎縮性であ り,移 植部は周囲 よりやや膨隆 し境界

明らかに鮮紅 色の限局性の結節を認 め,陰 嚢 内での周

囲との癒着は未だ見 られない.そ の大 きさは(第35,

39表)右 側では長 径平均3.1cm,横 径平均1.Ocm
ヲ

厚 さ平 均1.Ocm.左 側 で は 長 径平 均3,1cm,横 径 平 均

1.1cm,厚 さ平 均1.Ocmで あ る。 重 量 は左 右 共 平 均

3.19で あ る.

第35表 ヘキス ロソ前投与5日 目睾丸の大 きさ及 び重量

家 兎 番 号

HV!

HV2

HV3

HV4

HV5

聖 丸 計 測(cm)

右

3.5×1.0×1.0

2.8×0.8×O.8

2.7×1.0×O.9

3.2×1.O×1.1

3.3×1,2×1.2

左

3.O×1.2×1.2

2.8×1.0×0.8

3.O×1.3×O .7

3.5×1.O>〈1 .2

3.2×1.2×1.1

皐 丸 重 量(gm)

右 左

3.2

2.5

2.6

3.6

3.7

3.0

2,8

3,0

3.2

3.7

病理組織学的(第25図)に は,精 上皮細胞 は萎縮減

少 し,基 底膜 のやや肥厚 した精細管の間隙をぬつ て,

腫瘍細胞が著 明に増殖す る像が見 られる.こ の場合腫

瘍細胞の主な ものは,大 型星芒状乃至は菱形で,胞 体

の境界は比較 的不明瞭,核 は円形,ク ロマチ ソに乏し

く核小体が見 られ る.か か る細胞 は睾丸の周辺部 に好

んで認 められ るが,一 方中心部では類円形乃至小 円形

の好酸性胞体 を有す る円形細胞型の腫瘍細胞が散見 さ

れ るが,概 して少ない.

7日 目の肉眼的所見(第26図)は,左 右やや不対称

の例 もあ るが,概 して対称性で5日 目に比し著 明に増

大 し,表 面は粗大凹凸不平暗赤色血管充 盈し,随 所に

点状 出血及び結節状膨隆を認め,硬 度は著明に弾 力性

を増 し,一 部は軟 く浮腫状であ るが副睾丸 と峯 丸との

境界は 明瞭である.そ の大 きさは(第36,39表),ま

ず右側では長径平均3.7cm,横 径平均1.4cm,厚 さ

1.2cm.左 側では長径平均3.5crn,横 径平均1.3cm,

厚 さ平均1.1cm.重 量 は右側平均4.29,左 側は平均

4.09で ある.

病理 組織学的(第27図)に は,精 上皮細胞は全 く疎
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第36表 ヘキス ロソ前投与7日 目聖丸の大 きさ及び重量

家 兎 番 号

HV6

HV7

HV8

HV18

HV19

聖 丸 計'測(cm)

右

3.8×1.4×1.2

3.2×1.OXI.0

4.O×L5×1.3

3.7×1。8×1,5

3.6×1。2×1.2

左

4.O×1.3×1.1

3.5×1.5×1,3

3,3×1.1×1.0

3.6×1.3×1.0

3.0×1.5×1.2

聖 丸 重 量(gm)

右

4.2

3.6

4.8

4,3

4.Q

左

4.5

4.0

3.8

4.1

3。5

第37表 ヘキス ロソ前投与10日 目睾丸 の大 きさ及び重量

家 兎 番 号

HVg

HVIQ

HVll

HV20

HV21

聖 丸 計 測(cm)

右

5.5><1.8><1.4

5.2×1.6×1.1

5.8>く1.5×1.1

6.3×1.5×1。3

4.6×1.2×1.2

左

5.3×1.8×1.5

5.5×1.3×1.3

5.4×2.0×1.6

5.8×1.2×1.2

5,0×1.3×1.0

聖 丸 重 量(gm)

右

6,3

5.6

7.0

7.8

4.9

左

6.0

6.2

6.5

7.0

5.3

第38表 ヘキス ロン前投与発死群聖丸の大 きさ及び重量

家兎番号

H26

H25

H27

H28

H29

H31

H22

H30

H21

H33

生存日数

12

13

14

14

15

玉5

16

18

22

24

聖 丸 計 測 (cm)

右

4.5><1.8>〈1.8

5.O×1.2×L3

5.1×1.3×1.6

5.5×1.3×0.8

9.5>く 正.3×1.0

5.1×2.O×1.8

5.5×3.2×2.5

4.5×1.3×1.0

8.O×2.O×1.5

4.3x2.7×1.5

左

4.5×2.O×1.7

4.5×1.5×1.4

4.6×1.6×1.3

6.0×1.1×1.0

7.0><1.5>く1.0

9.5×2.8×L5

6.5×2.0×1.8

4.5×1.3×1.3

6.3×2.0×2.7

5.0×2。5×1.8

聖 丸 重 量(gm)

右

7.4

6.2

6.6

4.4

12.5

7.3

23.5

6.7

12.7

8.4

左

9.0

6.5

6.5

6.4

10.2

20.2

15.3

7.0

22.6

17.7
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とな り,精 細管 も圧排 され て疎 とな り基 底 膜 は 消 失

し,そ の間質には多角形乃至菱形大型の腫 瘍細胞が著

しく増殖 した像が見 られる.又 処に よつては軽度乍 ら

小限局病巣 として出血巣及び壊死巣が見 られ る.

10日 目の肉眼的所見は7日 目に比 し更に増大 し,表

面は うつ血性,一 部には被膜下出血 を認め,硬 度は全

致に弾性硬 とな り一部は 尚結節状 である.割 面は一般

に壊 死巣が見 られ且甚だ し くうつ血 性である.そ の大

きさは第37,39表 に示す如 く増大を認め右側ではその

長径は平均5.5cm,横 径 平 均1.5cm,厚 さ平均1.2

cm.左 側では長径平均5.4cm,横 径平均1.6cm,厚 さ

平均1.3cm.重 量 は右側 は平均6.39,左 側では平均

6.29で あ る.

病理組織学的(第28図)に は,精 細管 は殆ん ど萎縮

に陥 り,或 は消失 し,そ の周辺には大型 で菱形或は星

芒状 の胞体を有 し,核 は大小不 同で,一 部には空胞変
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性を伴 う細胞が著明に増殖 し,殊 に睾丸 の周辺部及び

血管外膜には層状に恰 も外壁を作 る如 く配列 し,中 心

部 では壊死性の精細管 を残 して大小種 々の小 円形細胞

が散在性に見 られ,一 部には好中球,リ ソパ球を混ず

る広汎 な巣状壊死巣 を認め る.

発死群の10羽 を通 じての肉眼的所見は左右共に著明

に増大 した睾丸は暗赤色充実性で,硬 度は弾性硬で一

部存こは壊死部の形成を認める.表 面は一部 は平滑或 る

部では膨隆 し,副 睾丸 との境界は全 く不 明であ る.そ

の大きさは第38,39表 の如 く右側ではその長径は平均

5.7cm,横 径平均2.8cm,厚 さ平均1.5crn.左 側では

長径平均4.8cm,横 径 は平均1.8cm,厚 さ平均1.6

cmで あ る.重 量はH21の 左側22.69,H22の 右

側23.59,H31の 左側20.29の 如 き巨大な もの もある

が右側は平均10.09,左 側 は平均12。89で ある(第39

表)

第39表 ヘキス ロソ前投与群の塞丸総括

5日 目

7日 目

lO日 目

艶 死 群

右

左

右

左

右

左

右

左

長 径

3,1

3.1

3.7

3.5

5.5

5.4

5.7

4.8

横 径

1.O

1響1

1.4

1.3

1.5

1.6

2,8

1.8

厚 さ

工.O

1。O

1.2

1,1

1.2

王.3

1.5

1.6

重 量

3.1

3.1

4.2

4。0

6.3

6.2

10.O

12.8

病理組織学的(第29図)に は,精 細管は高度な圧迫

萎縮乃至は精上 皮細胞 を含 めての壊死に陥 り,僅 かに

痕跡を残す ものが多 く,そ の周囲 には大型 の菱形乃至

星芒状の細胞 が集籏 して取 り囲む像が見 られ る処 もあ

るが,大 部分 は広範 な出血性壊死巣を形成 し,鍍 銀染

色に よ り僅か に精細管 の像を窺 う事が出来 る,

ii)移 植 後 投 与 群 に つ い て

a)移 植 家 兎 の症 状 経 過

移植後翌 日には陰嚢 に浮腫性腫脹を認め る.陰 嚢内

容 は軟で あるが3日 目頃 よ り徐 々に硬度が増 し,そ れ

と同時 に浮腫性腫脹は消裾す るが再び睾丸は腫大 し始

め,移 植後5～6日 目頃 よ り明らかに弾性硬の硬度を

もち,腫 瘍の発育を伺わせ る.睾 丸 の腫大は発死時示

指大～栂指大 に達す る.叉 腹腔内に脱転す る例では,

下腹部 に両側或片側に腫瘤 を触れ る.又 中には睾丸の

腫 大に伴つ て下腹部下端に腫瘤塊 として脱転 した睾丸

と共 に腫大 した リンパ腺を一塊 として触れ る 事 も あ

る。腫瘍移植家兎は移植後10日 目を過 ぎると急激 に る

い痩,動 作が不活発 とな り又 下痢;食 欲不振 も認め る

様にな り死 に至 る経過を とる。又1羽 ではあるが上腹

部中央に腫 瘤塊(大 網へ の転移)を 触れ る も の が あ

る.

生存期間 は15羽 について観察を行つた.第40表 の如

く,最 も早期に死亡す るものはH6,H2。 の11日 で最 も

長 く生存す るものはHl?の43日 で平均生存 日数は17日

である.
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第42表 ヘキス ロソ後投与10日 目屠殺例

家 兎 番 号

膀 胱 リソパ腺

1漿膜1粘膜簾

1膜

HN15

HNl6

HN17

HN24

HN25

十

十

十

十

十

大轡

冊

帯

十

十

腸 脾

十

腎

被 膜

右1左

十

十

十

十

十

十

十

十

実 質

右 左1

肝

十

十

十

十

十

十

÷

十

十

腹膜

十

十

十

1横隔膜

十

十

心

眼 肺

右 左 右

一1-1・

-E-i惜

十

左

十

枡

十

る.腸 には1羽(20.O%)に 認め るのみであ り,脾 に

は認めず,腎 では被膜及び実質共左右差 はな く共に5

羽(100%)に 認め られ,被 膜では5羽 の うち軽度の も

のが4羽 と殆 ん どが軽度の転移である.実 質では軽度

な もの3羽,や や高度な ものが2羽 となつている.肝

では4羽(80.0%)で うち3羽 が軽度な ものである.

腹膜 では3羽(60.O%)に 認められいず れ も軽度であ

つた.横 隔膜は5羽(100%)で 軽度な もの2羽 に対 し

やや高度な ものが3羽 である.心,眼 には認めず,肺

は5羽(100%)に 認められ,う ち3羽 は高度な もので

ある.

次に跨死群につ いては第40表 の如 く15羽につ いて観

察 した.膀 胱漿膜では15羽 中10羽(66.7%)に,膀 胱

粘膜では2羽(13.3%)に 認 められいず れ も軽度な も

のであ る.後 腹膜 リソパ腺15羽(100%)に 認め られ,

軽度な もの8羽,や や 高度な もの4羽,高 度な もの3

羽 と軽度な ものが多い.大 網では15羽(100%)で 軽度

な もの3羽,や や高度な もの2羽,高 度な もの10羽 と

高度 なものが大部分である.腸 間膜 リンパ腺 では14羽

(93.3%)に 認め られ,軽 度な もの7羽,や や高度な

もの5羽,高 度なもの2羽 と軽度な ものが多 く,腸 で

は8羽(53.3%)で うち軽度の ものが6羽 と軽度な も

のが多 い.脾 では6羽(40.O%)に 認め られ,う ち軽

度 なものが5羽 である.腎 で は被膜及び実質共に左右

差は認めず,被 膜では14羽(93.3%)で 軽度な もの10

羽,や や高度な もの3羽,高 度な もの1羽 と軽度 な転

移が多 く,実 質で は13羽(86.7%)で 軽度 な もの10羽

に対 してやや高度 なもの2羽,高 度な もの1羽 と軽度

な ものが多い.肝 では15羽(100%)に 認め られ,軽 度

なもの3羽,や や高度な もの6羽,高 度な もの6羽 と

転移は著 しい.腹 膜では8羽(53.3%)に 認め られ,

軽度な もの6羽,や や高度な もの2羽 と軽度な転移が

多い.横 隔膜では15羽(100%)に 認め られ,軽 度な も

の5羽,や や 高度な もの3羽,高 度な もの7羽 と高度

な ものが多 い.心 は3羽(20.0%)に 認められ,眼 は

2羽(13,3%)に 認め られ,い ずれ も左 眼に認め られ

た.肺 では左右差は認められず15羽(100%)に 認め ら

れ軽度 なもの6羽 に対 してやや高度の もの2羽,高 度

な もの7羽 と軽度な もの と高度な ものとが相半ぽ して

いる.

転移の多 く認め られ る臓器は 後腹膜 リンパ腺(100

%),大 網(100%),肝(100%),横 隔膜(100%),

肺(100%),腸 間膜 リンパ腺(93.3%),腎(被 膜)

(93.3%),腎(実 質)(86.7%)の 順 である.

C)睾 丸 の 逐 日的 変 化

腫瘍移植後ヘキス ロソを投与 した聖丸 の変化を観察

す るために移植後7日 目,10日 目(各 群5羽)及 び発

死群の睾丸につ いて肉眼的並に病理組織学的変化につ

いて検索 した.

7日 目の肉眼的所見は表面 は淡赤色で凹凸不平,一

部に膨隆 してい る部を認める.硬 度は弾性硬で,副 翠

丸は頭部,尾 部共に明 らか に認め られ る.そ の大 きさ

は第43,46表 に示す 如 くで右側 では 長 径 平 均3,9

cm,横 径平均1.3cm,厚 さ平均1.2cm.左 側では長

径平均4.Ocm,横 径平均1.2crn,厚 さ平均1.2cm

で ある.重 量 は右側は平均4.49,左 側 は平均4.69で

あ る.

病理組織学 的(第31図)に は,精 上皮細胞は萎 縮 し

甚だ疎で,精 細管は 内腔は保 持され ているが,互 に離

開 し,そ の間 には腫瘍細胞が浸入してお り,そ の主 な

細胞型 は大型で核の比較的明瞭 なものが多 く,類 円形

乃至 円形 の小型の ものはす こぶ る少い.

10日 目の肉眼的所見(第32図)は7日 目よりも増大

し,表 面はやや うつ血性 で凹 凸不平,硬 度は弾性硬で

あ り,一 部は結節状を なしてい る.副 聖丸頭部 との境

界は不明瞭であ る.割 面は部分的に暗赤色で 出血部を
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第43表 ヘキス ロソ後投与7日 目肇丸の大 きさ及び重量

家 兎 番 号

HN12

HNl3

HN14

HN22

HN23

睾 丸 計 測(cm)

右 左

4.2×1.8×L5

3.7×1.2×LO

4.1×1.5×1,2

3。5×LO×1.0

3,9×1.2×1.1

3.9×1.3×L3

4.5×2.0×1.4

4.2×L5×1.3

3.4×1.3×1.2

3.9×1.1×1.0

睾 丸 重 量(gm)

右 左

5、3

4,0

4.9

3.8

4.1

4.3

5.7

5.2

3.7

4。1

第44表 ヘキス ロソ後投与10日 目聖丸の大き さ及び重量

家 兎 番 号

HN15

HN16

HN17

HN24

HN25

聖 丸 計 測(cm)

右

5.3×1。4×1.2

5.O×2.王 ×2.O

6.0×1.8×1.5

6.2×1.3×1.1

5.0×1.2×1.2

左

5.1×1.4×1.2

5。5×1.5×1.2

5.2×1.5×1.5

5.8×1.5×L2

5.2×1.8×L3

聖 丸 重 量(gm)

右

6.8

6.5

7.2

6.8

5.3

左

6.5

7.0

6.8

6.7

5.8

混じ概 して灰黄褐色の聖丸実質部を認める.そ の大 き

さは第44,46表 に示す如 く右側では長径平均5.5cm,

横径平均1.6cm,厚 さ平均 ユ.4cm.左 側は長径平均

5.4cm,横 径平均1.5cm,厚 さ平均 ユ.3cm.重 量 は

右側平均6.59,左 側平均6.69で ある.

病理組織学的(第33図)に は,精 上皮細胞 は殆ん ど

消失 し,精 細管 は腫瘍細胞の旺盛 な増殖に よつ て狭小

とな り,基 底膜 も殆ん ど消失 してい る.精 細管周囲の

細胞は大部分 は大型且星芒状 で胞体の明 らか な互 に連

絡を もたない細胞の不規則 な配列であつて,そ の他に

注意深 く見る と,類 円形で核 はク ロマチンに濃染す る

細胞群が一部 に認め られるが,既 に比較的広汎な壊死

が散在性に見 られ る.

発死群の15羽 を通 じての肉眼的所見は,睾 丸は腫大

し粗大凹凸不平で暗赤色を呈 し,硬 度は硬 である.副

睾丸 との境界は 明らかでない.割 面は一般 に壊死が強

く,所 々に灰黄色乃至黄赤色 の部を認める.そ の大 き

さは第45,46表 に示す如 く右側では 長径平均5.2cm,

横径平均1・8cm,厚 さ平均1・8cm.左 側では長径平

均5・Ocm,横 径平均 ユ・7cm,厚 さ平均 ユ.2cm.重 量

は右側平均10.39,左 側平均10,59と 左右に著差は認

めない.し か しH8,Hll,Hl2の 如 く巨大な もの もあ

り,か な りの変動は見 られ る(第46表)

病理組織学的(第34図)に は,精 細管は僅かに残存

す るか或は全 く萎縮狭 小化 し,精 上 皮細胞 も全 く見 ら

れ ない.そ の周囲には大部 分が大型菱形 の腫瘍 細胞が

密集 して認め られ るが,叉 一部で は壊死 をまぬ がれた

類 円形の核の濃 染す る細胞 も混在 して認め られ るが,

概 して中心部は広汎 な壊死巣 と化 し,腫 瘍 細胞 巣或は

精細管 との境 界は不 明瞭で ある.

(3)ホ ル モ ン投 与 群所 見小 括

以上の性ホルモ ソ投 与の実験 成績につ いて,無 処置

群を対照 として,又 性 ホルモ ンの投 与法 の相互 につい

て小括対比す ると,腫 瘍 の移植に よる家兎の症状 経過

は無処置群,エ ナルモン投与 群,ヘ キス ロン投 与群の

各群共いず れ もほぼ同様 の経過で有意の差 を 認 め な

い.

生存 日数 の平均では無処置群18日,エ ナルモ ン前投

与群18日,エ ナルモン後投与群20日,ヘ キス ロン前投

与群16日,ヘ キス ロソ後投与群17日 でヘキス ロン前投

与群が比較的短 くエナルモ ン後投与群が長 い結果 を得

た.
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第45表 ヘキス ロン後投与発死群睾丸の大 きさ及び重量

家兎番号

H6

H20

H10

H14

Hl6

H3

H15

H8

Hl3

Hll

H1

H9

H19

H12

Hl7

生存日数

11

11

12

12

12

13

13

14

14

15

i6

16

18

35

43

聖 丸 計 測(cm)

右

5.8×2.0×2.0

4.0×2.2×1.1

5.8>く1.7×1,4

5.O×1.3×1.1

4.0×2.0×1,8

4.2×1.2×0.8

3.0×1.5×1.3

6.5×1.8×2.0

6,3×1.7×1.5

5.1×1.8×2.0

7.0><1.5>〈1.5

4.1×1.0×LO

5.4×2.O×1.8

6,1×2.2×2.2

5.0×2.5×2.0

左

5.5>く1.8×1.8

5.0×1.8×2.2

4.3×2.0×L5

6.5×1.5×1.3

4.O×1.8×1.8

4.2×1.0×0.7

3.5×1。8×1.7

5.8×1.8×1.7

5.7×1,2×L5

、4 .7×1.7×1.7

7.0×1.5×L2

4.3×1.3×1.2

4.8×2.3×L7

4.5×2.3×2.0

5.5×2.3×2.8

聖 丸 重 量(gm)

右

12.5

7.0

8.8

6.O

7.8

4.8

6,0

16.5

12.7

i2.0

12.7

4.5

11.5

18,4

13,0

左

王○.5

13.5

9.2

8.5

8,8

6.5

7.1

13.0

8.5

13.0

9.8

○.7

互○.7

15.7

15.5

第46表 ヘキス ロン後投与群の聖丸総括一
7日 目

10日 目

弊 死 群

右

左

右

左

右

左

3.9

4.Q

5.5

5.4

5.2

5.0

1.3

1.2

1。6

1.5

1.8

1.7

1.2

1.2

1,4

4 .4

4.6

1.3

6.5

6.6

1.8

1.2

10.3

10,5

転移 の発現蔓延状態に於ては7日 目迄 の短期間では

各群共 に較差に乏 し くほぼ同様の変化で あるが,10日

目にな ると各群共急激に高度な転移 を示 した.エ ナル

モン前投与10日 目では後腹膜 リソパ腺,腎,肝 に無処

置群に比 してよ り著 明であ り,後 投 与 群 では後腹膜

リンパ腺,腎 にやや 目立つて認め られた.ヘ キス ロン

前投与群では後腹膜 リソパ腺,腸,腎 に無処置群 よ り

著 明に認め られ,後 投与群 では後腹膜 リソパ腺,腎 に

よ り著明であつた.又 性ホルモン投与群相互の比較で

は,投 与法 での差異は著 しくないが,ヘ キス ロン前投

与群はエナルモン前投与群に比 して膀胱漿膜に より著

し く,又 ヘキス ロン投与群では腹膜 によ り著明な転移

を示 した.

次 に艶死群に於てはエナル モン前投与群は無 処置群

に比 して膀胱漿膜及び粘膜,後 腹膜 リンパ 腺,腎,

肝,腹 膜,心,肺 に より著 し く,又 エナルモン後投与
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第47表 各群病理組織像比較

＼_剖 検別
　 _

ll!☆1
群t壊 死 の 程 度

エ

ナ

ノレ

モ

∠
Bl」

投

与

群

響 帯1
腫 瘍 細 胞 の 種 類

壊 死 の 程 度

1畔 帯1
後
投 腫 瘍 細 胞 の 種 類
与
群 壊 死 の 程 度

∠
目lj

投

与

群

へ

擬 腔 の 大 き

精 上 皮 細 胞

さ

基 底 膜

腫 瘍 細 胞 の 種 類

壊 死 の 程 度

1劇影帯1
後
投 腫 瘍 細 胞 の 種 類
与
群 壊 死 の 程 度

5日 目

疎

正 常

や や 肥 厚

大 型 細 胞

(一)

僅 か に 疎

正 常

肥 厚

大 型 細 胞

(一)

/
/

/
/
/

消 失

狭 小 化

肥 厚

大 型 細 胞

(一)

/
/

/

/

7日 目

著 し く 疎

狭 小 化

消 失

大 型+類 円 形

(一)

甚 だ 疎

狭 小 化

肥 厚

類 円 形 細 胞

(一)

全 く 疎

正 常

肥 厚

大 型 細 胞

(一)

全 く 疎

甚 し く狭 小

消 失

大 型 細 胞

(+)

疎

正 常

僅 か に 肥 厚

大 型 細 胞

(一)

10日 目

僅 か に 残 存

残 存

残 存

大型+類 円形

(+)

全 く 疎

殆 ん ど 消 失

消 失

類 円 形 細 胞

(+)

圧 迫 萎 縮

殆 ん ど 消 失

残

類 円 形 細 胞

(+)

発 死 群

殆 ん ど 消 失

殆 ん ど 消 失

殆 ん ど 消 失

'大 型+類 円 形

(粁)

僅 か に 残 存

全 く 狭 小

消 失

類 円 形 細 胞

(+)

存1消

消 失

圧 迫 萎 縮

消 失

大 型 細 胞

(昔)

消 失

全 く 狭 小

消 失

大 型 細 胞

(苔)

残 存

全 く 狭 小

失

1類 円 形 細 胞

(昔)1

消 失

消 失

消 失

大 型 細 胞

(帯)

消 失

消 失

消 失

大 型 細 胞

(柵)

群 では膀胱漿膜,後 腹膜 リンパ腺,肝,心,眼,肺 に

著 しい.ヘ キス ロン前投与群では膀胱漿膜,脾,腎,

肝,腹 膜,眼,肺 に,又 後投与群では膀胱漿膜及び粘

膜,後 腹膜 リンパ腺,脾,腎,肝,横 隔膜,心,眼,

肺に著 しい.

ヌ,エナルモン投与群 とヘキス ロン投与群を対比 して

み ると,ヘ キス ロソ前投与群ではエ ナルモ ソ前投与群

よ り腸,脾 によ り著 しく,又 後投与群では膀胱 漿膜及

び粘膜,腸 間膜 リンパ腺,腸,脾,腎,肝,横 隔膜 と

殆 ん どの臓器 によ り著明に認め られた.

睾 丸肉眼像 の逐 日的変化については無処 置群,性 ホ

ルモソ投与群共大差な く,移 植後腫瘍 の増殖 と共 に硬

度は硬 とな り,7日 目以後は例外な く表面 凹凸不平 で

あつた.そ の大 きさ及び重量 につい ては各群共7日 目

より10日 目の間の増加が著 明で特に長径及び重量の増

加が著 し く,転 移形成 もこの期間に急激に進展す る事
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と一致 してい る.

エ ナル モン前投 与群及 び後投与群共に無処置群 よ り

大 きさ,重 量においてやや著 明で あ り,ヘ キス ロン前

投与群及び後投与群 も同様 に無処置群 よ り著明で あつ

た.

次 に性 ホル モン相互間の比較ではエナルモン前投与

群が ヘキス 戸ン前投与群 よ り大 きさ,重 量共 に大であ

り,後 投与群では10日 目までヘキス ロソ投与群が エナ

ルモン後投与群 よ り大であ るが,発 死群ではエナルモ

ン後投与群 が より著 明であつた.

全体 として前投与群 と後投与群 では前投与群 が大 き

さ及び重量に於て後投与群 よ りやや大であつた.尚 聖

丸の大 きさ,重 量 に関しては必ず しも大 いさの大なる

ものが重量 も大である結果は得 られ なかつた.

睾丸の病理組織像 ではエナルモ ン投与群では前投与

群が後投与 群よ りも精上皮細胞 の萎縮が著し く認め ら

れた.又 精細管の残存は後投与 に明らかに認められ,

又壊死 も概ね限局性 であ る.し か し腫瘍構成細胞 は前

投与群では7日 目以後には類 円形 の小型の細胞が認め

られ る様になる.ヘ キス ロン投与群では前投与群が精

上皮細胞の萎縮,精 細管の消失,壊 死が著明で ,特 に

10日 目には広汎 に認め られ,発 死群では特に著 明であ

る.精 細管 は消失 し,痕 跡を認 めるのみであつた.後

投与群 は前投与群程ではないが,精 細管,精 上皮細胞

の萎縮 は著 明で,壊 死 も高度 に認め られ た.し か し腫

瘍構成細胞は大型 の星芒形の上皮性細胞が大部分であ

つ て,こ の点エナルモン投与群 と異なる所見であ る.

又エナルモ ン投与群及び ヘキス ロン投与群を対 比す る

と,全 体 としてヘキス ロン投与群 は精細管,精 上皮細

胞の萎縮が著明で特 に樂死群におい て明 らかである.

又構成す る腫瘍細胞 も無処置群では7日 目以後は大型

紐胞 と小型 の類円形細胞 とが互に認められたが,エ ナ

ル モソ投与群では類 円形細胞が認め られ又 ヘキス ロン

投与群では大型細胞が 目立つて認 められ る点特異であ

る(第47表)

考 按

Brown&Pearce1》 口3)(1923)が 本 腫 瘍 に つ

い て最 初 の実 験 報 告 を 行 つ て以 来,本 腫 瘍 が家

兎 の可 移 植 性 悪 性 腫 瘍 と し て,甚 だ 移 植 が容 易

で且 広 汎 な転 移 巣 を形 成 す る特 性 が 認 め られ,

以 来 欧 米 で はPearce&Casey4)(1931)を 始 め

と して 多 数 の研 究5)-11)が 相 次 い で報 告 され,又

本 邦 で も 石 田12)13}(1935,1937)を 始 め種 々

の 実 験 報 告 が 見 られ る が,扱 て これ ら内 外 の文

581

献を通覧すると,移 殖臓器別による移植成績を

先ず第1に,次 いで各臓器別の転移巣の成 り立

ち等の研究を主 とした実験腫瘍学的研究 と,更

に これを発展させての腫瘍免疫学的研究の2項

に大別出来る.然 し私が緒言に於て既述した如

き,本 腫瘍を人の睾丸腫瘍 と関連させ,そ の観

点か ら睾丸組織の変貌及び転移を主眼点 とした

研究に限定するなれば,こ の様な報告は比較的

に少い.

先ず移植部位別に見ると,睾 丸内への移植の

報告が大部分ではあるが,そ の他前眼房内,皮 膚

内,筋 肉内,脳,膀 胱壁,下 顎骨或は静脈内,

腹腔内等の部位別移植成績があり,睾 丸内移植

は総ての報告に於て90～100%の 移植性率であ

り,叉 前眼房内及び脳に於ても睾丸におとらず

陽性率が高い.私 の実験でも無処置群(対 照群)

に於ては,移 植陽性率は90.0%で あり,睾 丸

内移植法は本腫瘍の実験法での基本でもあるの

で,陽 性率は最も高いわけである.

次 に生 存 日数 につ い て畢 丸 内 移 植 症 例 で は

Brown&Pearcei)2)(1923)は 特 に7～ ユ0週

の間 に発 死 す る も のが 最 も多 い とし,野 津16)17)

(1935)は30～132日 に わ た り,平 均59日 の 生

存 日数 と報 告 し,篠 崎19)20)(1937)は3～4週

が29%,4～5週 が19.3%,5～6週 が19.3

%,6～7週 が6.5%で 約70%は6週 以 内 に 弊

死 す る と し,谷 本30)(1960)も 最 短22日,最 長

37日,平 均29日 で 発 死 す る と述 べ て お り,大 体

の生 存 日数 は40日 前 後 で あ るが,私 の 実 験例 で

は16～20日 目に発 死 す る もの44%,次 い で11～

15日 目の艶 死 例36%で,概 して短 命 で あ る.生

存 日数 の差 異 は各 報 告 者 の移 植 に用 い た種 に よ

つ て異 る もの で あ り,私 の使 用 した種 で は生 存

日数 が幾 分 短 い種 で あ る と考 え る.

転 移 形 成 の時 期 につ い て詳 細 な報 告 は少 く,

Brown&Pearce(1923)はimplantation

metastaseの 形成 は 移 植 後3週 間 で起 り,血 流

や リンパ 系 に よる転 移 は3～5週 目に 出現 す る

とし,篠 崎19)(1937)の17羽 につ い て の検 索 で

は,約3週 で後 腹 膜 リン パ腺 に発 現,同 時 に或

は や や 遅 れ て,腎 に認 め られ 第4週 に入 つ て更

に 肝 臓 に 見 られ,続 い て全 身 に蔓 延 を 見 る と述
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べ て い る.私 の成 績 で は転 移 は 既 に5日 目 に

は,後 腹膜 リンパ腺,大 網,腸 間膜 リン パ腺 に

認 め られ,移 植 後7日 目で は,5日 目に既 に見

られ た臓 器 の上 に既 に著 し くあ らわれ,ユ0日 目

に な る と膀 胱 粘 膜,眼,心 を 除 くす べ て の臓 器 に

広 汎 に み とめ られ る.10日 目以後 とも な る と転

移 は更 に程 度 を増 し各 臓 器 に よつ て の程 度 の差

こそ あ れ殆 ん ど全 臓 器 に 見 られ る.即 ち転 移 は

7～10日 の 間 に急 激 に進 展 して お り,こ の時 期

に 於 て,リ ンパ行 性 蔓 延 か ら更 に二 次 的 に血 行

性 に各 臓 器 に 播 種 す る もの で あ り,Brown&

Pearceの 報 告 よ り幾 分 転 移 は早 期 に あ らわれ

るも の と解 され る.

次 に転 移 の諸 臓 器 に っ い て は,Brown&Pe-

arce(1923)は 腎 の50%を 始 あ と して,後 腹 膜

組 織,肺,副 腎,リ ンパ 腺,肝,大 網,縦 隔

洞,腸 間膜,眼,腸,骨,横 隔膜 の順 に転 移 巣

を 認 め て お り,篠 崎(1937)は 腎80%,肝50%

を 始 め と して後 腹膜 リンパ腺,次 で横 隔膜,胃

又 は腸 壁,腹 膜 及 び大 網,肺,膀 胱 壁,眼 前 房,

脾,脊 椎,腸 間膜 リン パ腺,歯 齪 及 び肋 膜 の順

に 認 め る と報 告 し,菅 原22)(1955)の 睾 丸 内移

植 後,胃 の 転 移 に つ い て の 実 験 で は,移 植 後14

日 目に 既 に 胃転 移 が 見 られ,そ れ よ り長期 の も

の に は 全 例 に 転 移 を 見,胃 以 外 で は肺 転移 が 最

も多 く,肝,腎 が これ に つ ぐと述 べ て い る.又

野 崎26)(1959)は 転 移 の頻 発 す る臓 器 は 肝,

腎,肺,大 網,後 腹 膜 リンパ 腺 等 で あ り,副

腎,腸 問 膜,肺 等 に も相 当 程 度 に見 られ る と報

告,毛 利27)(1959)は 肝,大 網,副 腎,腎 に転

移 が 多 く,次 で後 腹 膜 リンパ 腺,横 隔 膜 を 挙 げ

て い る.辻 村2s)(1959)は 脾 抽 出物 に対 す る影

響 に 関 す る研 究 の予 備 実 験 と して睾 丸 内 に移 植

し,腎,副 腎,肝,後 腹 膜 リソ パ腺,大 網 に多

く,又 谷 本30)(1960)も 特 に転 移 の著 明 な の は

腎,後 腹 膜 リソ パ腺,肝 で あ り更 に大 網,横 隔

膜,胃 腸 壁,膀 胱 壁,肺,眼 前 房,心 嚢 に も認

め て い る.即 ち転 移 の 臓 器 は各 報 告 者 に よ り多

少 の 相 違 は あ るが,慨 して 後腹 膜 組 織,腎,大

網,肝,肺 と云 う順 で あ る.尚 睾 丸 以 外 の 臓 器

に移 植 した場 合 に 於 て も,転 移 は 同様 に現 わ れ

るが,睾 丸移 植 の場 合 が最 も転 移 が 明 瞭 に 且 早

期に現われると云 う報告が多い.

扱て私の実験でも大網が100%で 最も著明で

あり,次 で後腹膜 リソパ腺,腸 間膜 リソパ腺,

肺,横 隔膜が多 く認められ,次 で腹膜,腎,

肝,腸,膀 胱,脾,眼,心 の順であつた.

睾丸の変化について:本 腫瘍を睾丸内に移植

し,睾 丸内での腫瘍発育過程を組織学的に追及

している研究は甚だ少いが,最 近中村31)(1960)

は新に睾丸の変化の逐日的な観察を行い,移 植

後2日 目で腫瘍細胞は間質に禰蔓性に浸潤 し,

その後次第に腫瘍細胞性結節を作 り,異 型性,

異常核分裂像が著 しく,4日 目を過 ぎると腫瘍

化は聖丸実質に及び精上皮細胞 と間質細胞の萎

縮,崩 壊,壊 死が認め られ,6日N,8日 目と

なると睾丸実質は殆んど腫瘍細胞に置 ぎ換 り,

14日 目では腫瘍細胞結節は益々増大 し,そ の中

央部ではやや高度の壊死が認め られ,又 結節の

周辺部では処々に出血巣が認められ,18日 目に

は正常睾丸組織像は全 く認められず,中 央部の

壊死著 しく,周 辺の出血 も著明 となると詳述 し

ている.又 谷本30)(1960)は 移植後3週 間のも

のは睾丸内腫瘍は,広 汎に壊死におちいつてい

るが,血 管,精 細管 と思われる処には未だ比較

的若い細胞が残存 していると述べている.尚 腫

瘍細胞の構成要素からみるとBrown&Pear-

ce1)2)(1923)及 び野津16)(1935)は 上皮性起

源であると記述 しているに過ぎないが,一 方浜

崎32)(1958)は 本腫瘍の細胞構成を細胞核を中

心に仔細に観察した結果,実 質細胞核に性質の

違つた2種 類の核が見 られ るとし,そ れぞれを

「A細胞」 「B細胞」 としている.「A細 胞」

とは核が大きく卵円形或は大円形を呈 し,核 膜

は厚 く,緊 張 し胞体は多角形乃至は菱形で,原

形質は好塩基性で,こ の様 な細胞の構成する腫

瘍はBrown&Pearceの 記載 した上皮性腫瘍

であり(第35図),一 方 「B細胞」 とは核が小

さく不整形で核膜は甚だ菲薄で弛緩 し,病 的有

糸分裂が見 られ,胞 体は不明瞭ではあるが類円

張,紡 錘形,星 形など種々あり,原 形質は好酸

性であるとし(第36図),か かる細胞は宿主の

局所細胞の腫瘍化によるもので,此 の両細胞の

存在か ら本腫瘍は癌肉腫ではあるまいか と論述
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している.私 も本腫瘍の逐 日的変化を腫瘍構成

細胞,精 上皮細胞,精 細管,間 細胞を中心に観

察した処,浜 崎の記載による2種 類の細胞が確

に見出し得たので,こ れを 「大型細胞」 並 に

「類円形細胞」 と仮称 して記述 した.

私 の実 験 で の対 照 群(無 処 置 群)で は,病 理

組 織 学 的 に,5日 目 で精 細 管 の間 隙 に そつ て 腫

瘍 細 胞 の 増 殖 が 始 ま るが,管 腔 の大 き さは,略

々正 常 大 で,基 底 膜 の僅 か な肥 厚 を認 め る に過

ぎ な い 腫 瘍 細 胞 は主 に大 型 細 胞 が 認 め ら れ

る.7日 目,10日 目 とな るに従 つ て腫 瘍 細 胞 の

増 殖 は著 明 とな り,精 細 管 は徐 々 に圧 迫 萎 縮 狭

小 化 し,基 底 膜 も殆 ん ど見 られ な くな る.腫 瘍

細 胞 は7日 目 よ り小 型 の類 円形 細 胞 が,精 細 管

に 隣 接 して 散 在 性 に見 られ 始 め,10日 目頃 よ

り,大 型 細 胞,類 円形 細 胞 共 に広 汎 な 出血 性 壊

死 に陥 る.発 死 群 で は精 細 管 は殆 ん ど消 失 し,

周 辺 部 に は菱 形 の大 型 細 胞 が集 籏 し,中 心 部 は

精 細 管 と共 に類 円形 の腫 瘍 細 胞 が 同時 に壊 死 に

陥 り,広 範 囲 な 出血 巣 を 招 来 す る.

次 に 本 腫 瘍 に 性 ホ ル モ ソを 投 与 して,そ の発

育及 び転 移 に 及 ぼ す 影 響 を実 験 的 に 研 究 した 報

告 は甚 だ 少 く,野 崎26)(1959),毛 利27)(1959)

の報 告 を 見 るに 過 ぎな い.野 崎26)(1959)は 本

腫 瘍 の転 移 に 及 ぼ す ホ ル モ ンの 影 響 と して,睾

丸 に移 植 した 家 兎 に,EstradiolO.5mg,Testo-

sterone5.Omgを 夫 々1日 量 と して,移 植 直 後

よ り毎 日10日 間投 与 した処,Testosteroneの 場

合 は 睾 丸 の腫 瘍 発 育 は対 照 群 と比 較 して殆 ん ど

差 異 を 認 めず と し,転 移 状 態 も対 照 群 と対 比 し

て,差 異 を 認 め な い と云 い,Estradio1で は転

移 は 促 進 的 な結 果 を得 た と,又 毛 利27)昌(1959)

は 本 腫 瘍 の発 育 に及 ぼ すEstrogenの 影 響 に つ

い て 観 察 し,Estradio10.5mgを 移 植 後10日 間

投 与 した 結 果,Estrogenは 本 腫 瘍 の睾 丸 内 の

発 育 及 び 転 移 を促 進 す る と述 べ て い るが,い ず

れ も睾 丸 の腫 瘍 発 育 過 程 に つ い て は 殊 に 組 織 学

的 な 記載 につ い て み る と,満 足 す べ き もの で は

な い.そ こで 私 は 性 ホ ル モ ソ と本腫 瘍 と の関 連

性 を追 求 す べ く,先 ず 性 ホ ル モ ソ投 与 下 での 本

腫 瘍 の家 兎睾 丸 の 場 に於 て の相 違 を,次 い で,

移 植 前 予 め投 与 し て お い た場 合 と,移 植 と同 時
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に投与を開始 した時 との影響の差について,睾

丸組織 自体の腫瘍細胞の成 り立ちを中心に検討

を試みたわけである.移 植家兎の経過では,各

群共に慨 ね差のない経過をたどるが,転 移形成

の点ではヘキスロン前投与群に於て や や 著 明

で,殊 に大網の変化が著 しく,次 いでヘキスロ

ソ後投与群が著 しい転移状況を示 したが,総 じ

て肉眼的所見からは各群共に大なる差異は見出

し得なかつた.唯 生存 日数ではヘキスロン前投

与群が平均16日 で最 も短 く,エ ナルモソ後投与

群が平均20日 で少 しく長い結果を得た.

睾丸の変化はヘキスロン前投与群では10日 目

では実質に広汎な壊死が起 り,同 時に精細管及

び精上皮細胞は圧迫萎縮の傾向を示 し,更 に自

然発死群では睾丸組織全般に通じて,壊 死が著

しく.精 細管は痕跡を残す程度である.ヘ キス

ロン後投与群に於ても前投与群程ではないが,

精細管或は精上皮細胞の萎縮は著 しく,出 血並

に壊死も高度である.殊 に興味ある所見はヘキ

スロン投与群では,移 植の結果発育する腫瘍細

胞が,比較的大型の星芒状或い菱形で,境界明瞭

な上皮性細胞に類似を求めることが出来る細胞

が目立つて出現することであり,こ れに対 して

エナルモン投与群では,精 細管及び精上皮細胞

は10日 目に於ても未だ染色性を有 し,ヘ キスロ

ン投与群に比 して造精細胞をより明らかに見る

ことが出来る.又 壊死も限局性で,発 死群に於

てす ら精細管の残存を充分に窺える.結 局エナ

ルモン投与では後投与群が無処置群(対 照群)

に最も近い結果を得た.更 にエナルモンの場合

の腫瘍構成細胞は類円形細胞が比較的多 く見 ら

れることは,特 異な点である.何 故ヘキスロン

が腫瘍の発育を良好にするかの機序であるが,

野崎26)(1959)はその実験でEstradio1投 与での

転移が著 しかつたことか ら,Estradio1が 転移

に対 して促進的に働 くとし,又 毛利27》(1959)も

Estradio1は 睾丸内の発育及び転移を促進させ

たが,そ れは睾丸組織の充血及び出血が関与す

るのではないかと推論 している.私 の実験では

ヘキスロン前投与群に於て精上皮細胞の萎縮が

明らかであり,次 いでヘキス ロン後投与群の造

精がやや低下し,エ ナルモン前投与群では軽度
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の萎縮が見 られるが,ヘ キスロン前投与群程で

はなく,エ ナルモン後投与群は殆んど正常に近

い精細胞の配列が窺われる.而 もかかる精細胞

所見 と腫瘍発育進展の程度が略々一致すること

か ら,間 質に増殖する腫瘍細胞の為に精細胞が

変化を受けるのか,或 は逆に精細胞の造精過程

が良好な為に腫瘍の増殖を阻害するもあか断定

し難い.唯 投与法に於て野崎26)(1959),毛 利27)

(1959)の 実験は後投与法であるので精細胞に

及ぼす性ホルモンの影響が判然 としない段階で

既に腫瘍細胞の増殖が開始された事になり従つ

て睾丸の組織像か らは,腫 瘍と精細胞との相関

を推測する喜が出来ないが,私 の実験は前投与

も試みたので,性 ホルモン単独投与の影響がよ

り容易に推測出来 るわけで,そ の意味で,精 細

管及び精細胞がより良好に保たれ,腫 瘍細胞の

発育が抑制された所見を呈する場合は,木 島33)

(1955)の 実験成績の如 く,エ ナルモンの有す

る直接作用が造精機能に関連性を有する結果 と

考えられ,単 に性ホルモンが直接転移を促進せ

しめたり,又 出血或は充血等の血行障害が直に

本腫瘍の増殖に関連するとは解 し難い.更 に腫

瘍構成細胞か らみてもエナルモン投与群では類

円形細胞が 目立つて多 く.ヘ キスロン投与群で

は大型上皮性細胞が多 く見 られ るが,浜 崎32)

(1958)は 類円形の肉腫状の細胞は,宿 主の局

所細胞由来であるとしておることから,エ ナル

モンはかかる局所細胞の増殖をも促進するもの

と考え られ,逆 にヘキスロンは局所細胞の増殖

を阻害するもので,性 ホルモソは腫瘍構成細胞

それ自体にも影響を示すものと思われ る.以 上

の事は従来の本腫瘍に対する性ホルモンの影響

の観察では判然 とし得ない事項であり,且 性ホ

ルモンの投与法の組合せにより,組 織学的検討

を加えたもので,興 味ある所見 と考えられる.

結 論

Brown-Pearce腫 瘍を家兎の睾丸より睾丸に

累代移植 し,人 の睾丸腫瘍に対比すべ く,腫 瘍

の発育,転 移の状態及び睾丸組織の変貌を,あ

らかじめ剖検観察すると共に,更 に性ホルモン

を投与 した場合の本腫瘍の発育に及ぼす影響を

観察検討 した.

本腫瘍の移植陽性率は90.0%で あり,移 植後

の臨床経過は無処置群,エ ナルモソ投与群ヘキ

ス ロソ投与群の各群を通 じて有意の差は認めな

い 生存日数は無処置群では平均18日 で あ る

が,ヘ キスロン前投与群では16日 で最も短 く,

エナルモン後投与群が20日 で最 も長い結果を示

した.転 移の発現進展状態は,7～10日 目より

各群共に急激に高度な転移を示 し始め,更 に発

死群に於ては,各 群そろつて殆んどの臓器に広

汎な転移を認めるが性ホルモン投与群の転移が

無処置群に比してやや強 く見 られた.又 性ホル

モン投与群ではヘキス ロソ投与群の転移が,エ

ナルモン投与群の転移 より僅かに目立つて認め

られた.

睾丸の肉眼的変化については,大 いさ重量で

は無処置群,性 ホルモン投与群の各群に於て7

～10日 目より増大 し,転 移の急激な進展の時期

と一致 した.性 ホルモン投与群では前投与群が

後投与群 より大いさ重量共にややまさり,ヘ キ

スロン投与群が,エ ナルモン投与群 より変化が

著 しい

睾丸の病理組織学的所見では,無 処置群5目

目で既に 精 細 管 の間隙にそつて大型上皮性の

腫瘍細胞が増殖 し始め,7～10日 目では精細管

の圧迫萎縮を認め,又 此の頃より既 に見 られた

上 皮 細 胞 と共に類円形の小型腫瘍細胞が出現

し始め,更 に壊死及び出1血が随所に見 られた.

性ホルモン投与群での睾丸組織像はやや趣を異

にする.即 ちヘキス ロン投与群では大型多角形

の上皮性細胞が甚だ しく目立つて認 め られ る

が,エ ナルモン投与群では,む しろ類円形小型

の肉腫状の腫瘍細胞の増殖が著明であつて,夫

々の性ホルモン投与によつて明らかに腫瘍細胞

の睾丸を占拠す る割合が異つて見られた.

本腫瘍の無処置群での実験成績では従来の報

告に補遣する点は見出し得なかつたが,睾 丸に

於ける変化では,本 腫瘍の構成細胞が上皮性細

胞系の大型細胞 と肉腫状の類円形細胞の2種 類

が鑑別して見出され,更 に性ホルモンの投与は

睾丸組織内では明らかに腫瘍細胞の増殖像に判

然 とした影響を与えるものである.

即ち本実験成績か ら性ホルモンは本腫瘍の両
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種の細胞の発育に夫々関連を有 し殊にヘキスロ

ン投与は本腫瘍の発育に促進的に作用すること

が判明した.
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第1図 無 処置群(対 照群).移 植後5日 目

後腹膜 リンパ腺転移(家 兎番号92)

第4図 無処置群(対 照群)移 植後19日 目発死例
肝,大 網 転移(家 兎番号 ×55)
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無処習群(対 照群)移 植後5日 目睾 丸肉眼像
(家兎番号97)

第2図 無処置群(対 照群)移 植後10日 目

後腹膜 リンパ腺,腎 転移(家 兎番号107)
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第3図 無処置t(対 照群)移 植後18日 目驚死例

肺,腹 部臓器転移(家 兎番 号58)

第6図 無 処置群(対 照群)移 植後5日 目翠丸組織像(家
兎番号97)
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第8図 無処置群(対 照群)移 植後10日 目睾丸肉眼像

(家兎番号91)

第11図 エナルモ ン前投与移植後7日 目後順膜 リソパ

腺転移(家 兎番号EV6)
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第9図 無処置群(対 照群)移 植 後10日 目睾丸組織像

(家兎番号91)
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エ ナルモン前投与移植後10日 目大網,腸 間膜

リンパ腺転移(家 兎番号EV25)
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第10図 無処置群(対 照群)移 植 後15日 目発死例翠丸

組織 像(家 兎番号4)
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第14図 エナルモソ前投与移植後7日 目睾丸組織像
(家兎番号EV6)菱 形の腫瘍細胞の出現
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第15図 エナルモソ前投与移植笈10日 目睾丸組織像

(家兎番号EV24)
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第18図 エナルモソ後投与移植後7日 目後腹膜 リソパ

腺転移(家 兎番号EV22)
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エ ナルモソ後投与移植後7日 目睾丸組織橡

(家兎番号EN14)
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第16図 エナルモ ソ前投与移植後18日 目艶死例翠丸肉
眼像(家 兎番号E11)

第17図 エナルモソ前投与移桶後18日 目発死例睾丸組織像(家 兎番 号E1
1)

灘雛
第20図 エナルモソ後投与移植後10日 目睾 丸組織 像

(家兎番 号EN9)



東野一聖 丸 腫 瘍 の 研 究 589

J

鴻 「

釧 甲.陣 薇翻 擁鰐…耀

第21図 エナル モン後投与16日 目発死例睾 丸肉眼像

(家兎番号E24)

第24図 ヘキス ロソ前投与移植後16日 目発死例

著明な腎転移(家 兎番号H22)
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第22図 エナル モソ後投与16日 目艶死例睾丸組織 像

(家兎番号E24)

第25図 ヘキス ロン前投与移植 後5日 目睾丸組織像

(家兎番号HV2)
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第23図 ヘ キス ロン前投与移植後10日 目後腹膜 リンパ

腺 転移(家 兎番号HV21)
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第26図 ヘキス ロソ前投与移植後7日 目聖丸 肉眼像

(家兎番号HV6)
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第27図 ヘキス ロソ前投与移植後7日 目聖丸組織像

(家兎番号HV6) 1騨
第30図 ヘ キス ロソ後投 与移植後10日 目後腹膜 リソパ

腺転移(家 兎番 号HN16)
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第28図 ヘキス ロン前投与移植後ユ0日目睾丸組織像

(家兎番号HV20)
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第31図 ヘキス ロソ後投与移植 後7日 目筆丸 組織 像

(家兎番号HN14)
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第29図 ヘキス ロソ前投与移植後15日 目驚 死例聖丸組

織像(家 兎番 号H29)
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第32図 ヘキス ロン後投与移植後10日 目畢丸 肉眼像

(家兎番号HN16)
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第33図 ヘキス ロソ後投与移植後10日 目睾丸組織像

(家兎番号HN16)
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第34図 ヘ キス ロン後投与移植後18日 目発死例聖丸組

織像(家 兎番号H9)
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第35図 上皮性腫瘍細胞 とされ る大型細胞(A細 胞)
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第36図 局所性細胞を思わせ る類円形細胞(B細 胞)
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